
大島分場



定置観測

趣旨

 毎日の瓶畔変化を㍗畔二浪㍗㍗礎資料とするた午実施㍗
 方∴・如・時前千二・∴一∵二
 場所.本試分場前水面...一..二。..∴三i

 .㌣測㍗.、気象天風航舛坤嘩㌣咋海㍗
 .水泳此干.=..。∵ぷ.

結.果

 ㌫幾鮒搬比重の平均値平び降雨㌣1図水温の平犠二†21図40
 水温の平年値はS.31年㌃S二3I員年(S35年8月～37年乏月天測)一の平均値で、.その分散
 値、資料数をオ2表え示す。.

 二竺二.降㍗量の㌣、11年～S.18年(;31年㍗37千;2欣測)の平均桔で
 担当'・
山.岳邦1津
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 オ1表各旬別水I温気温降雨量比重の平均と平年値

          区分水温1'.二気・。.1。温降雨量比重
          月旬別較年平年40年平年40年平年=・40年平年40年

          上20.120.515.613.923.346.126.1

          1中20.119716.113.640.710.925.ア

          下一一19519.7{4一与..1Z73775.326.0

          上19819316-81ち.1'一I-4・8.パ1ア826.0
          2中19319814.619146.418.526.1

          下1981911ZO14.01Z418.5

          上19518.91ア414.943.9一2ア226.0

          3・・申一一20,218.8.18.215.8699一.12.926.0

          下20.218.8190161440;955.8..26.0

          上20.7195i981Z43Z555.526.6

          4中21.220.321.421.649.478.626.1

          下・21.7.20.723.121.96Z461.025.3

          上22.421.023.621.i一82.6'。1一蝸.4..25.6

          一`s一中23.0一21・声23.フ23.58ア5199'125.4
          下23.822.025.324.0'81.8“6.125.8
          ..上;24,723一ア26.224.3106.0・9Z625.5

          6中25.223.726、ア25.419ア6・252.323.7

          下25.824.7271526.998.1222.225.5

          上2ア125.130.028.948.80.925.7

          7中2.8.026.730.631.214.60.825.7

          下28.127931.O32.239628.024,4

          上28.12702952ア896.6313.425.6

          8中28.22Z930.030.25Z44.325.6

          下28.427930.230,425.413.525.5

          上28.228.030.1292104.030.125.5

          9中2ア82Z528.526.993.5151.725.5

          下2Z226.82Z126.4μ6.825.7

          上26.926.126.124.8g4.626.4

          10申26.125.224.722.37Z125.325.8

          下25.324.524.022.51ア625.125.8

          上24.524.823.024.244.914.225.6

          11申23.824.122.0{51.030.3

          下23.223.619921.8直6.925.425.7

          上22.222.9{8.819415.611.925.9

          12中21.822.01ノ.315.518.761.425.8

          1、20.921.81ハ16.010.429925.9

 注)単位は水泓気温℃、降雨勘脇  、比重ぱ15℃換算
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 才2表水温の平均値(S31～S38)とその分散値

      月旬平均値分散標準偏差資料数

      上20.1℃0.6550.25512...

      1中20.10.5550.23525

      一.下I1950.9370.30634一

      上・1・一9…81.5611.23627

      2中1931.0941.0962-8

      下1981。…641,160一31

      上i95一.1,352・1.187一一45-I

      3中20.01.0131.036一48

      下20.20,6830.261一4・9'

      上2・P.70.5450.23347

      4中21.20,444一.0・'21q一55

      下21.7O.546O.23349

      上22,40.659P・25.φ44

      5中23.00.5270.22546

      下23.80.8550.29256

      上24.70.99ア0.31549

      6中25.20.9050.一30054

      下25.80.6ア80.26045

      上2711.4591.200.41

      7中28.0。1.3501.59037

      下28.1・0.6830.26138

      上28.10.3710.19236

      8中28.2・0.3ア60.19332

      下28.40二一.3580.18931・。

      ・上28.2O.4630.21532

      9申2Z80.5360.23140

      下2Z20.3970.19929

      上26.90,560一0.23642

      10中26.{0.4880.22035

      下25.30.323・17丁■坦・
      上24.50.2350,153.34

      11中23.80.5650-237・.39

      下23.20.7490.2ア333

      上22.20.5710.23829

      12中21.80.8.90'一0.29833
      下・20.91.1701.''13023
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 第1図I水温の平年差

第2図  .40年気温.・水温旬別変化



 奄美大島に於けるカツ才漁業調査I

はしがき

 奄美棉岬るカツオ畔は島内主幹漁業と云は油餌料対策呼呼㍗改良点一・
 があるので当分瑳もど牛らの解決の一環としてカツオ漁業論査を計直
 ①漁獲量の推移一一

 ②岬漁卸璃とそれらの対策一
 ③海況と漁況

 等の調査を実施したので報告する。

 §漁獲量の推移

 当群島に歩けるカツオ漁業の起源は明治32年と云はれ、その後2年則明治“年からの漁船数

 及び漁獲量の資料があるので経年変化を考察し走。漁船数の変動ぱ1オ1図)明治年間の帆船時代

 に多くの出漁船を見、大正に入り石油船吸入ガス船に在り次才に減少日石和の初め頃一までこの傾向が

 続き月召和8年頃から漁船の規模が少し大型化と共に石油鍵関に切換え漁船数も30隻以下と在って

 いる。戦後は昭和28年復帰後漁船の整備も急速に進み現在の20トン級漁船のみの操業と在り昭

 和40年は6隻程度の漁船数に減少している。漁船数のみについては減少であるが漁船規模の点で

 は少しづつ大型化の傾向に在っている。

 総漁獲量の変動は(オ2図)明治末期から大正7～10年頃まで急激に増加し大正10年をピー

 クとして次米に減少の傾向である。(これば漁船数の減少に起因)戦後は昭和37年頃書で増加し

 その後横バイの状態が続いている。

 奏月当漁獲量として1隻当平均漁獲量(米3図)は大正初めから昭和の16年頃までは各年の差
 はあるが大略50tOπ一前後の漁獲量を示しつつFn=0,011で減少の傾向がある。
 これら過去の漁況を推察し叉、周期性を求める一方法として明治43年から現在量での1隻当漁

 獲量を5カ年移動平均して(オ4図)この年代の伏正元年～昭和16年)長期変動として移動平均

 からの偏差を確率変動xとして確率変動係数rKを求めた。
Mκ.

 れ一㌦、多舳一剛/・1・・ろ一・う÷
〃

 加雫,・・考胸イ榊舛乏(^外/
 rKの変動は(オ5国)8～10単位の周期を以て表はれるようであり、この起因については長期
 的πぱ海況来遊費源量に関係付けられ短期的には漁船の規模漁鋳技術等に関係付けられそうであり一

 とれらを含めてある周期性がうかがわれて来る。復帰後の分については37年をピークとして横ば
 い状態がらや㌧減少の傾榊⊂あるも年々の変動が大きい圭うである。

 .近年の瞬況キレて目ξ和32年以降の分について大島根拠の総水揚1隻当平均漁獲量と鹿児島県
 (主としイ山川'枕崎港水揚分)の{・0土〇n…50一七dh紐の小型船め総力暢高1航海当漁獲量を
 比較すると(沖.6図)大略同傾向を牟どっている・即ち日石印37年'までは増加・その後ば横バイと
 いう様である。
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 このことを更に昭和37年～昭和40年の大島根拠船繰業日1日当漁獲量(大島カッォ漁船は
 日帰操業である)と標本船総水揚量(標本船は主として質料の正確なもσ)に止めた)と前記鹿児

 島県の10tO1ユ～50ton興船の1.抑海当漁獲率と総水揚捷との月別変化をみると(オ7図)
 犬島一カシオ漁船ぱ8月た爵漁月、他船ぱ5一月に好漁月歩表はれ月別変化では逆相関となろている。
 これば大島根鋤沿はその操業形態が大島周辺の操業の本た止まり池船は薩南海区全域という広い
 操業区域との相違もあるが大島漁船は誰一料の問題も大きく左右されるので後述一する。餌料め項で
 考察するが年毎の変動は同様左傾向をたどりつつ、月別変動で全く異なることぱ今後の問題点で
 もある(これば魚体組成の峨。蝋春漁は小判夏秋漁に大判が出現しているが操業区域餌料に大

 きく左右されそうである〕
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 才1図カツオ漁船数の変動
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才2図  漁獲量の変動図

 オ3図 努力当漁獲量(1隻当平均漁獲量)変動図



米4図  努力漁獲量(1隻当平均漁獲量)5カ年移動平均

沖5図  確率変動係数rkの変化図



黒潮流量変化
 沖永良部からNW線

 第6図大島カツオ漁獲量と鹿児島県(10～50ton郷カツオ漁獲量の比較

 並に黒潮流量との関係
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第7図  漁獲量の月別変化図

 ○大島船操業1.目当漁獲量一
 △〃標本船総水揚高
 x鹿児島県10～5口屯級1航海当漁獲量
 ⑧・総水揚高



 魚群の移動性は游泳中は成洋行動をとり昼間の瀬付状態から夜間湾奥へ移行する傾向がある。

 キビナゴ魚群の集魚性浮上在とを調査した結果では、魚群の集魚は集魚灯点灯後大群を握むが、

 移動性がはげしく時折灯に付くが叉逸散するということを繰返し夜明け直前集魚して浮上する。

 この時の集魚灯の魚群あ反応水深(20～25m)の水中照度ぱ75～504xであり、水深
 5m雨後ぱ150-exであった。(集魚灯は100V,1000W)
 力帽はこの浮上期最低を示し潮流は緩慢になったがこの点ば資料が少ないので今後続けて実
 施をなし検討を加えるが業者船便乗で集魚試験(2-5V500W使用)のでは集魚範囲は水

 平約に直径15m前後垂直的πば10山15mと推定され集魚の状態は月明時には月の没した

 後、月晴時は月出後集魚浮上が良好である。

 月令と漁獲量の関係は、各月令別漁獲量をm-n分布で示し瑚灸定を行えば10%の危険率
 で月明時一が好漁を友している。

 キビナゴの体長範囲は亙■23珊伽95腕の範騨でそれ等の範囲とモードの移行はオg図に

 示したがモードの移行では3月・4月三0㍗芦竺⊂千一ドをもつ小型魚が・あらぱれ次米に大型化一
 して行く型と8一月一9月に30仙台にモードを示す型・叉各月共70脇台にモート1をもつ大型
 魚が出動し、各月の体長範囲が大差が在いのは餌料としては好条件であるが資源的な面(管理
 方法)に難点が出て来糺

 漁場形成の・海洋的要因は低温高カン在外洋水の流入が多い時好漁を示し水温の平年比てば凹、

 型が好漁凸型が不良である(型ば初漁期を中心として)

 餌料生産量は現在でも充分と云い難いが、之れば漁場利用の広範囲ということで一応の解決

 は得られそうであるが、餌料積込量とカツオ漁獲量とは相関関係はそれ程有意義的なものでは

 往い様であるが・カツオ漁船出漁日数の多寡に関係が多く総漁獲量に影響を及竺す?下館秤問.
 題も常に出漁可能な形態にもって行く為本島全域の利用を推進すべきである。

 キビナゴ漁獲量

 年度S29年 30年 31年  32・年 33年

 漁獲量1108000い4.575114.750128.28315ア425
指数100

35隼

106

36隼

106

37年

119

38年

146

34年

161.878

15口

39年40年

 記亀獲…量18965i189824213-73319923150.010

指数175 176 198 18-4 五6一

 (2)ムロ仔

 カツオ餌料としてのムロ仔ぱ5月～6月焼内湾g月末10月焼内湾、8月加世間赤尾木東岸

 で漁獲されFL7㎝～14㎝が利用されている(漁場漁具は小型r11着紬識吏で記すので省す)

 ムロ任の餌料としての適格性は活力性に富み蓄養が可能であり特に大判には適する。然しFL

 15o皿位までの魚体しか利用出来ないが、大盤に漁獲されるのでキビナゴに次く重要なもの
 である。
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 §餌料漁業の実態とその対策…
 本群島の餌料は大部分キビナゴ3月～4月ば年によりサバ仔、ムロ仔、9月末10月はムロ仔を

 使用しており、その使用割合は下表のと香りでキビナゴが最も重要なものである。

S35 S36 S3アS38 S39S40

キビナゴ・0%80%・0%lg0%20%
 サバ仔

 ムロ仔10

 その他

15

30

ア10

 ・工1
24

56

85%

10

({)キビナゴ

 キビナゴの分布は本島沿岸全域に広く分布しているが漁場と在っているのは大島海峡、焼内

 湾、名瀬竜郷湾である。魚群調査の結果てば(オ1表)昭和38年～40年の3ヵ年の内39

 年は魚群発見回数も少い、これば当海域の魚群分布と漁獲量との関係が正の相関を示すもので

 (39年は不漁)叉同時に当海域の小回遊を裏付けるものと推定される。魚群の発見数は大島

 海峡焼内湾が多く南大島海:域が北大島海区より分布量が多いことを示している。魚群の大きさ

 では大島海嫉竜郷湾は濃群であるが、焼内湾は魚群数は多いが群が小さいことが特徴で、これ

 ば箱メガネの観察でも確認され允。キビナゴの生棲水温としては周年生棲しているので17。

 ～18℃と推定され漁獲の.最も良いときは23。～28℃である。

 魚群の遊泳水深は、魚探の反応水深の上端までで調査すると、ひる間ば瀬付きの状態でもあ
 るが10m以浅が40%、10～20m層が30%弱、20～30m層が20%、30～50

 m贋が{0%、50m以深の分布は認められてい在いが、夜間で購0m以浅が60%、10

 ～20m層が20%、30-50〃欄が20%と夜間での浮上性がうかがわれ糺

沖1表魚群調査結果表

       囎下調査海峡年1コilq数魚群発見数魚群の巾(L)(L)の延mil一円教1無一群の平均巾(L)のmil・数調査航程5'当平均魚群発見数
       S3823.7581.270.02112.2

       大島海峡S3924.0120.i40.0122.5

       s左024.0491.330.02710.2

       S38'1下丁「・・0.560.010τ4、ア
       焼内湾S3920.0100.090.0092.0

       S4020.034口.420.0128.5

       S3821.0110.270.口192.7

       大和村沿岸S39〃
       S4022.0i40.400.02.83.ア

       S3833.2290.620.0214.3

       名瀬竜郷湾S3934.013口.110.0091.9

       S4033.0250.740.0312,3
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第8図  大島カツオ餌料漁場図

 キビナゴ漁場
 サバゴ漁場

 ムロコ噸場

 キビナゴ想定回瀦路.

 第9図キビナゴFL範囲のモードの各月変化



 (3)サバ仔

 大島本島のサバ任の来・癖ば3月～5月上旬頃までで、来游海域は北東部の亦尾木、加世間沿

 岸が最も速く五色昔で続き焼内湾、大島海1峡西入口沼津てば4月～5月上旬重で漁獲されるサ
 バ任の来游は北部の来游が若干早く南部は少し如くれ本島西岸が東岸よりも早い傾向がある。

 採捕魚貝ぱ、追込式敷鯛(赤尾木、加世間)地曳綱(赤尾木)抄絹(赤尾木、竜郷円、笠利)
 四張網(大島海峡・焼内湾)で北部海域は、サバ仔のみ漁獲されるが、焼肉、大島海峡はキビ
 ナゴと混獲さ出.る。

 北部サバ任の漁場は、水深5～10mの浅海で=蜀旬魚群が岸近くまで来漉した時採捕して拾
 り焼肉、大島海峡は夜間集魚灯に集魚して採捕している。大島海峡のサバ仔ぱ、成洋行動をな

 し来波速度は緩慢で岸近くに来漉し特に大潮時大群が来游しているキうである。
 このサバ任の来游ぱ38,39年ば全然なく40年ば約25,000切.(北大島のみ〕漁獲さ

 れている・サバ任の過去の漁獲量は別表に示す。

 莱漉魚群の体長頻度分布は才10図でFL6～13㎝。範囲のもので3月はFL6～10㎝、

 4月はFL8～13㎝が大部分である。これを過去の魚体と比較5すると大差はないがモード

 ーは夫々FLア～8α皿台に表はれ体長範囲もF工6～12c肌合である。これは漁具に』:る選択

 性によるものより当海城に来I漉するサバ仔は発生時期がほぼ一定を示すもののようである。

 サバ任の来潴経路については盛田もはトカラ群島から奄美大島東西両岸に沿うて南下する反流

 を認めて拾り、サバ仔は・この反流によって運ばれ北部笠牙11から早く漁期をみて焼内湾、大島海

 峡入口附近に達するとしている。このことを鹿水試本場で実施した海流瓶の流着状況(オ2表)
 と一致し又海上保安部の観測結果(才11図)にもこの時期に反流を認めている。

 サバ任の餌料としての適格性は活力性に富み蓄養可能であり一時に大量漁獲されるが漁期が

 短期闘で来漉する群の年変動が大きいのが・儘路である。

 サバ仔年別漁獲量

年  別S34

 漁獲量12,120K

%
S35S36 S37

013,750不日月

S38 S39S40

25.000

      4

      36

      23月

      103口

      %北9科、＼“.5
      229,」

      4月

      10ノ濠一       〃物sヨθサバコ漁場
      ^F7n7r8n859n9胃10D10511,011.52ノミ…03165アOア58085909510D10511.C115

 第10図サバ仔FL組成  第11図黒潮反流域とサバ仔漁場
 (註.海流図ぱ40隼5月海上保安部観倒)
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 オ2表  東海中央部投入海流瓶の漂流地調べ

       漂流地人年月36.10・ア1,・ア1、・・1「;       宮崎県以北太平洋沿岸1

       九州西津131
       鹿児島県沿岸171
       奄美大島群島沿岸181・1218710
       沖縄県沿岸413231

 (注)海流瓶投入は麗水試本場

(5)餌料対策

 餌料漁場は狭小左区域であるから漁場造成と来海魚群を滞留させ、魚群を人為的に誘導して
 操業上の便を計る目的で中層魚礁(垂下式、立体式)し餌料対策の一方策とした。
 ξイ〕設置並に調査

日石和40年10月

(口)集魚調査

 オー回貝召和40年12月

 オニ回目名利41年3月

 ←→設置魚礁及ひ設置場所

 垂下式(名瀬、焼内湾、竜郷湾)'
立体式(大島海峡)

設置場所

 メ712図のとお・り

 H魚礁の規模

 (a)垂下式

 松枝ハイセックス魚礁を結付けたものを魚礁として6ケをドラムカンに上り海面から垂下
 したもの。

 設箪水深.・0棚一50m
 魚礁までの水深15m～20m
 設置位置の底質.泥叉はサンゴ礁
 浮標ドラムカン2ケ
 土俵綱クレモナロープー丸

 魚礁松校長さ4～6mを10本1組としてクレモナロープ18駕で結付し
 松枝にはワラ綱3mを4～5本末め随所た付し1ケ所6組と焼内湾に
 はハイセックス人工焦巣15組を土俵綱に取けたものを投入

 土俵砂叉は石60個入(乾時)10俵～15俵
 (b)立体式

 ワラ網を作成しその下面にハイセックス人工魚巣を取付けたもの
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 設置水深45〃i

 一魚礁までの水深0一五51棚

 設置位随の底質砂一
 浮標パームプロ⊥ト20ケ

 土俵綱クレモ才『ニプ18殆

 魚礁ワニ織を長さ・ρ・高さ2・・沙の網に編みへ1綱ぱ.タレ印章・垢
 土俵綱3条にハイゼツ!スヘ干騨…5.有を取付出・・.

土俵砂60畑(乾時)人20俵

 ㈱・投入方法

 垂下式は、土俵を船側に各々2ケ又ば3ケ所に積み、場所に至れば浮標(ドラムカソ)を投入
 し、一方の松枝を投入それが終れば徴速1で航走土俵綱の張りが良好の時他方の松枝を投入して

 作業を終る。

 立体式は土俵を船側の3ケ所に積み、場所に至れば一番外の土俵を投入、.船はワラ綱を投入し
 在がら徴速で航走し,2番目、3番目の±俵を投入ぐイゼジタス人工魚巣は土俵綱と共に投入

 する。

 lべ集魚効果

 集魚効果調査は魚櫟機利用の無一群調査、箱メガネによる観察、各地区漁民からの聞販調査を左
 した。

 大島海峡てば、12月魚探機に映像される魚種は水深15m～20mでカマス、メアツと推

 定され附近海一域にキビナゴ等の小魚(FL20棚前後)の群が観察された6一。
 焼内湾魚礁は松枝ハイセックス人工魚巣の併用であるが松枝魚礁は水深15～2.5mハィゼ

 ックス魚巣ぱ5〃!…15mに設置され、ハイセックス魚巣に多くのキビナゴ群を観察した。

 竜郷湾魚礁は松枝のみの使用であるが、この魚礁は底層にヵソパチ、ヒメジ等の魚種が付き
 上層及ぴ魚礁附近にムロ、メアジ等の来漉が観察された。

 名瀬魚礁は外洋に面している海域であるが魚探に映像された魚種は不明であるが濃度の薄い

 反応を認めた。

 2月の調査てば、大島海峡で上層及び中層にキビナブ群下層炬カマスの魚群・{漁獲魚)の来

 游を認めて拾り、この魚礁ぱ1月の調査でも1同様友観察をなした。焼内湾魚礁ぱj。一2月同様ハ
 イセックス魚礁にキビナゴ群を認め下層にヒメジを観察しれ・一

 人工魚礁で漁業の対象と在っている圭な魚種は、浮魚ではハマチ、イサキ、サバ仔、ムツ、
 シイラ等とされて奉り魚種により付き方や習性に大き在違いがあると思ば札魚礁の設置位置

 構造上重要なことであるが、当魚礁設置は、大島沿岸域での待網の垣網、真珠養値・筏にキビナ

 ゴ、メアジ、ムロが付くので上記一里≡下式、立体式の構造を試み、設瞳位箇は、魚道を想定され

 る海域とした。

 業者からの聞取一調査では、竜郷湾、魚礁附近κ歩いて10月四張綱でムロ約10,000切

 (操業日一致12日)をなし大島海峡魚礁てば一3月餌料キビナゴを採捕している。

 魚礁の効果を半1j足する方法として魚探機にて熱礁を中心として2平方位の海域を詳細に航走

 したが、立体式魚礁てば100m内外に魚群の映像が認められるが、垂下式は魚礁附近のみの
 集魚のようである。

 この魚礁が餌料対策として期待されることは、対象焦が物陰に集まる(稿網.の垣網真珠養殖筏
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 在どの例)こと、魚礁に発生する天然餌料が魚群を誘引すること在どの推定から、調査時多

 くの当年生れと推定される未成魚の付きは、これらの幼魚の保護、それと共に浮魚(ヵ㌧ス・
 メアジ・ムp等)の付章は・.軍療あ嵩度利用を役立走せるという増殖枠設の効果、来潴魚群
 に天然誤粋を供給する附着物あ発生で魚群を滞溜させる漁場造成という面であった。
 燃し、・この・よう在魚礁は数多く設置する必要が感じられる。

 (ト)耐久度について

 垂下式魚礁に松枝の使捕をなしたが。之れは中層に設置されるため溝路潮流の影響で松葉ぱ
 2ケ月程度で落ち枝のみとなるの下物陰造成の点で問題があるが、.7、、イセックス人工魚巣はこ
 の点充分て魚群の集魚に効果的である。ワラ綱は設置後8メ月経過一しても麦障は来たしてい左

 1(。設置位酋たより名蔽竜郷湾ゐ魚礁は冬期季節風で流失したが}焼肉甑犬島海峡の分は
 現在まで健牟であり利用'されている。このことは浮標のドラムカン千対する波力たどを考え、
 叉冬期を除き、この海域てば3月末設置し餌料時期の3月～10月使用すべきであろう。又外

 洋に画し在日敏内湾、大島海峡ではこの程度の規模で耐久度は充分と思はれるので冬期設置し

 て附着物を多くなし叉幼魚の保護に役立つようすぺきであろ享。
 §海況

 当群島の漁船が操業する区域(オ13図〕ぱ漁船が20トン級で日帰操業のためIat270N

 ～29L30IN工。n9127冊～131,301甲に囲まれた海域であ糺この海域の海況的特
 徴を握むべき資料が満足に得られ左いので、長崎海洋気象台発干1」の西日本海洋旬報、海上保安庁

 の海洋観測結果当場で実施している沿岸海洋観測を参考に海況と漁況との関係を2～3推察した。

 当海域の水塊の模式図をオ14図に示す如く、黒轡本流域、叉反流域に属している。表面フ畑温に
 ついてみれば1ボ～30℃の広範囲にある。水温の年別変化を知るため黒潮流域の変化と見在され
 るトカラ海域の工at3ゼー00'NIon9130一し00'瓦と奄美犬島西部の工at28し00!N
 Ion9127し00'Eの2点の水温変化と漁場を囲む≡地点で水温記録のある南大東島、石垣島、那.
 覇、名瀬、屋二久島の5点を選び比較した。これらの変化は大略同様な変化傾向をとり一応沖合水温

 を推察することが出来そうである。一この5点の各時期に歩ける平年比(才15図)であるが、これ

 らについて見ると冬期の水温平年比が(一)どたり春、夏(十)に移行する年は好漁年の型を示し

 ているようである。(3738年)

 表面流向速と漁場形成では日石和40年7月分(オ16図)であるが漁場は黒潮本流からの反流域

 の縁辺部に形成されている。

 黒潮流量との関係は(オ6図)であるが、之れば長崎海洋気象台が沖永島部からNWに観測した

 冬夏の流量の変化図であるが、流量の増加する年には不漁期となり減少する傾向の年に好漁年を、

 むかえているようである。これば当群のカツオ漁船は反流(受流)の縁辺部に好漁場が形成される

 ことが多いことと何らの関係がありそうである。

 餌料漁場については前述の如き、外洋水界の沿岸域への流入が多い程好漁を示している。
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          '例曾根の名称.m曾根の名称。砺曾根の名称κ.曾根の名称〃a壷根の名称
          1浜曾根9横当面曾根。17カツオ曾根2.5。トク,.ミ曾根33伊平屋北曾根

          2沖〃10横当沖〃18下〃26南東・.34南鳥島〃

          3横ガン〃1、サンド〃一19角瀬'一〃27徳之島東・35東鮪・・

          4小宝東〃一,12ヤク."20壼界〃28一盛漁南〃36伊平屋・

          5'小・山〃13旧式〃21.馬島〃'2g西鮪・37与一論・

          6一島一田〃14東カッタ〃22.与名聞・30木田市"ぎ台宝徳・
          ブ馬太郎〃一15喜界島〃。23徳之島・3!・五十..・39.盛漁〃

          8大島東パ/6寅松一一・一24北〃52。I沖永良部1・.40
      ,.1

      ・2

      宝島D'・31      {

      5.'、小室二6一
      .7

      o…8

      .1口9.横当島12.“・
      .一16一.13・大.14

      ''18、、↑9.・喜界島イ5
      ㌧ノ17・2

      21

      '25・24..

      一z、30・27      重9二28。26一       39島'

      '3231

      I33;4グ.㌻沖永良部島し`35      一36

      与論島。37

71 129130

 才1き図  大島漁船の操業漁場図
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才14図  海流の模式図

 第15図b  沿岸水温の経年変化(平年比)



米15図  a沿岸水温の経年変化(平年比)



 オ16図海流図と漁場図(日石印40年ア月)

 (注)海流図は海上保安部あまみ観測結果
 §要約

 ①過去の努力当漁獲は約8～10年の周期性Iで一変動しながら僅かながら減少の傾向にあった
 が、復帰後は逆に増加する傾向にあるようであ机

 ②大島カツオ漁船は鹿児島県水楊㍗1・～・・/ン級船と・毛の漁獲量の年・鮒鯛鰍鮒

 をたどるが月別変動は各年共生く逆の変化を示すので漁.場選択等一考を要すると思はれる。
 ③キビナゴ魚群調査結果と漁獲量とは正の相関があり大島本島沿捧の小回碓が想定され今後の
 漁場利用に応用出来そうである。

 ④サバ任の来漉は年変動が大きく黒潮支流(反1流)に大きく影響され、その魚体範囲はFL6

 ㎝川13α皿て来漉年による魚体の変動は認められ在いので餌料としては来漉群全部利用出来る
 ⑤餌料対策として中層魚礁(立体式・垂下式〕を設置幼魚の保護魚群の誘引、帯溜在ど養殖的
 た面と漁場造成の面で今後大規模に実施したレ・。

 ⑤カツオ漁場の黒潮本流からの分枝流(反流)の縁辺部に好漁場が形成され糺
 ⑦沖合水温の推察として沿岸水温(5点)の変化で或る程度補提が出来そうであり、これらを
 利用すれば、好漁年は冬期の水温最低期から春夏に大き在係数で上昇する年(平年比下はθか
 ら㊥に大きく変る年好漁年)で黒潮流量の減少期に好漁年が見られる
担当月巴後道隆
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.漁具改良.試験皿

 (主として小梨巾着網漁率試験について)

 前年邸て呼改良識として憎棒鋤の識砕を李したが本轍大島郡網漁業で比重
 一.ぐ大きい五占鱗を対象として北楓二南木島の各蝉でオー・1ン級の小型船で人車も・一・名
 の小人数七操薬可自菖な省力化漁法としてゐ小型巾着綱群棄癌業を実施し、当漁法の大島海域への導
 入の可否と海況、魚群調査を実施して漁場利用方法の検討も併せて打つたので報告する。
 §1調査期間

 1・戸中11月・一r=、
=.苧2.郡査漁場
魚群調査

海況調査大島本島沿岸域

 試験操業一…二・……一・・嘩胤知名瀬沖・カ叩蹄南蝉
 1・.使触及擦畔
 試験妬カ;もめI調査員1名乗組員8名一
 傭船(北大島)2隻内1隻ば灯船一一乗組員6名I

 (南大島)3隻内2隻は灯船乗組員8名
 §4装備

 (1)試騨婿かもめ1465ton60げ
 一発電機5W100V1基
 集魚灯I水中灯500W～1,000W三個.(反射鏡付1個一普通好1個)

 卒上灯1,000W1個(鏡面反射)
 (2)民1聞一船1～5トィ輝船

 発電機.直流5KW100V1隻
 直流2KW-25v2隻

 §5使用漁具

 小型巾着網一統(オ言回),.
 §6調査項目及びその概要

 (1)大島本島沿岸域のムロ漁場及ぴ使用漁具

 大島周辺で漁獲されえムロは一
 Dr・ptθ・n冒L・j・・g(肌m皿K司モロ
 ーD・。・命・…M…帥皿・(肌皿皿KR)クサヤムロ

 である。

 主たる漁場はオ1図に示す如く北大島は竜郷村、加世間、赤尾木東岸の水深15m～20m

 の浅海で底質は白砂で使用漁具は追込式敷網で魚群を発見したら2隻のマワツ船はマワシ網
 (垣網)を分載し、網の中央を連結しつつ魚群に近づき漁具を迅速にたてまわす。一方袋網の
 方ば袋網の下縁を脱船にとり.上縁を海底に沈下し潮に立てる。タテマワツ網は魚群を潜水し
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 て威嚇し在がら次汁に縮めつ㌧準備された袋網の魚取部に駆集し袋網を揚網し七漁獲する。漁
 具の規模はマワツ網(垣網)クレモナ8本5S～7S15mを28反、袋網クレモナ8本22

 S45m平方で、無動肋船4隻を使用するq四張網を使用漁場は竜郷湾、焼内湾入口、加計呂

 麻島南岸の諸鈍湾で各漁場共水深30～Zdmで底質は申砂叉は礫泥の所が多く、岩礁地帯の
 潮上に当る部分で周囲の深部から浅所に奉る傾斜面で5m～10別の偵斜の場所が漁場として
 は良好である。使用漁具は旭鱗8本16S.12本5Sを使用し53m平方位て漁法は無動力船
 4隻を適当に間隔をへだてて錨泊し灯船が集魚灯で集魚した無一群を網上に誘導したら揚網して

 漁獲しているが使用漁船としては灯船2隻網船1隻その他4隻計ア隻を必要とする。その他一

 本釣は沿岸各地で周年漁獲されてい私

 (2)10月の活況について

 10月の本島沿岸域は24℃台で歩拾われ昨年同期に比較す午ば僅かに低目を示している。
 垂直的な変化は本島南部海域では0川.25m・層の水温変化は認められず40m～50mで22

 ℃～23℃を示している。北大島海域てば0m～25m層ぱ1同様な変化を示し李がらも25m
 以深てば急激に変化し躍層形成が30m前後に見られている。

 塩素量は全域共192・0%台てや㌧高裁となってりるが躍層附近で0・10脇台の変化を示し
 ている。潮流は加計呂麻島南岸域特に諸島水道てば3～4Kt/兆を記録し諸鈍湾口の漁場では

 その影響のためか干満潮後2時間を経過し相当た流速を認められたが・その継続時間は約不時
 間程度であり操一業には麦障は来允して㎞在い。他海域の潮流は干満潮による潮汐流や表層に歩

 ける風速等の影響で時折速い流速を記録したが操業上心国された;重潮の発生は全然認められ
 在かった。一

 (3〕当時の漁況について

 9月下旬10月のカツオ餌料は犬島海峡焼一内湾はキビナゴ竜郷湾はキビナゴ・ムロ仔、メア

 ジを漁獲している。ムロ漁一業は竜郷湾、名瀬市小御中合.焼内湾、諸鈍湾てば四張網、沖合で

 は沖縄式追込網で漁獲していたが、竜郷湾はFい5～20㎝小宿沖合も同様方体長範囲を示
 一していたが焼内湾はFL10～15㎝と小型魚とFL15～25㎝の大小2群が漁獲され、諸

 鈍湾及ぴ沖合の追込網はF工20㎝にモードを持つ大型魚が対象であり沿岸又湾内の漁場は小

 型魚が多か九漁況は焼肉離除/他ば芳しいものではなかったが漁獲の日・の李動が大き
 いのが、一この月の特徴であった。

 (4)魚群の分布について

 魚探機使用の各海域の魚群出現表は才1表であるが、各海域共同棲な分布偵尚を示し水深4
 0m～7口閉の不届附近に分布している。このことば当時期は各海域とも漁場が形成されて釣

 るが1魚群?巾(亙)の大きいものは加計呂麻島南津・焼内湾口の外海に面した海域に多く分
 布し竜郷湾・の湾内の魚群は小群が多1ハようである。記録魚群の上端水深は30m～J0〃に多

 くの群があ久董間は夜間よりや㌧深し(部に生棲しているよう千あり・魚群鈷度は上部に濃く
 一=年層ほど薄くなっている。
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 オ1表魚群数及ひ魚群浬数

項目調査海域加計呂麻島南岸焼内湾名瀬竜郷湾.
 調査航走1ni工a数

魚群発見数

 魚群の巾(L)め延皿iでθ数

24.0

12

0.14

 1魚群の平均山一(L)エロiIθ数0.012

 調査航程5ノ平均魚群発見数 2.5

20.0

10

0.09

0009

2.0

3.4.0

13

0.11

0.009

1.9.

 {4)'集魚及浮上について

 集魚灯肺守卒中灯として水中反物k中灯(直舜20列と普通水中灯500W-1,000W
 船上水上灯{びOOW～2,000W並に500Wを使用し允。水中灯の鏡面反射使用と普通灯

 の両者の照度(水中照度計、東芝9号型で測定)ぱ灯附近では相違は認められ在いが周囲三身m
 附近では50～100工Xだけ鏡面反射が大きく一般的に灯の及ぶ軍離が普通灯に比して大き
 い。5口0W使用では水中灯附近セ400～450工X周5m前後で150～250工X,1
 0m前後で80工X～100工X,15碗附近てば25■X以下に在り対数的に減少する6

 (小さい数字は普通好、大きい数字は鏡面反射使用時の照度)1,000W～2,000Wを使用

 して集灯女ると宣経20m位の崖域が10■X以上の照度とをり、それより距離を延ばせば照.
 度は急激に減少してい糺

 魚群の集魚は、集魚灯点灯後は底層に次米に集魚を在し3～4時間後、濃群と在虫浮上をは

 じめるが底層から30m前後意での時間が相当長く30m以浅1えの浮上は短時間である。即ち

 魚群の分布する水深が30m以深の時ば浮上が悪く期待もうすいが30m～40m以浅め群は

 浮上は良好である。

 水上灯、水中灯両者を使用し魚群を浮上させ亮が水中灯の水深在ど移動させると一時的に魚.
 群の逸散が見られるので技術的に充分魚群の行動を確かめてから行う必要があった。

 (皇)操業について一
 魚群が充分に集魚し浮上したら本船の魚群を灯船に移し施網にかかる。網船は焦捕部から投

 網をはじめ網端に浮タルを付しこの浮タルを目標に施網をはじめる。環締めは網船のサイドロ

 ーラを用い網ば手引にて揚網する。網威を充分にするため施網が終了したら本船を曳船にて曳

 /・灯船は施網をぱじめれぱ魚群の動舵碑午注意して榊魚捕部平は中央部曲するよ
 う櫓欄をもって操船し揚網に移れば網外に去り再び集魚をはじめる。
 .投網時潮流に対して充分注意することば論を待た辛いが本島沿岸はサンゴ礁が散在するのゼ
 潮淑風向等を考慮し曳船の操船を充分にする必嘆がある。

 (6)各操業海域の概況について

 加計呂麻島南岸域は諸鈍湾のみが四張網漁場として利用されているが、その他西阿室沖、伊
 予茂沖をと全治津域とも有望漁場であり、今後の利用が待たれる。特に諸鈍湾、西同室。伊予

 茂沖合は魚群の反応も多く操業する海域も底質潮流共何ら支障は方く魚群の浮上も良好で他魚
 種の混獲がなし(のが特徴である。

 竜郷湾'知名瀬沖合は、底質がサンゴ礁の散在が認められ撰僕上注意が必要であるが、魚群
 ..の浮上はカタボツイーワ。γ、一一ギン・カガミが良くムロ魚群は前記の躍層の為か?芳しくなかった一一
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 が、知名瀬沖合は魚群反応が大きく現はれている。・

 §7要約

 (1)魚群特にムロ魚群は本島全沿津載千分布し㌧カ吋呂麻島南岸全域・焼内海口は濃群が多いの
 で漁場範囲を広く左し今後の操業形態としては1日素の漁場のみに止まらず他漁場も禾1蝸すべき
 である。叉北大島の竜郷湾は濃辞が少友く小群が多いので操業回数を多くする必要があり、特
 に湾口附近の漁場・利用が有利である。・

 (2)小型巾着網は、従来の車張絹より操業船の減少(四張絹は網船4、曳船1、灯船2であちが
 小型巾着網は網船1・曳j船1・畑船1)人力の省カー(四張網ばる.O名前後・小型巾着網は10
 名前後〕.一漁場利用等に機動性を持つことが出来る利点がある。

米1表小型巾着網操業表           'I■供.'一Eビ■1』周1脈ラ属4、

           月日10.1210.1810.1910.19

           調査海域北大島南.大島南大島南大島

           漁破漁場名知名瀬沖諸鈍湾伊予茂湾諸鈍湾           1水、..深42484045
           一'繕い一I慶状一況良好良好良好良好
           機一一側時女面igh00m190019-00
           天一候.000

           、気・i.象.海象気温22.4一℃2.2.420.9
           一気.一一一'圧1,024mb`1.b241.024

           風向力E3....岬.3NW2

           雲一。『量4一.。43
           ウ一ネ'リ2.、32

           悩演2'32
           潮流速EN囲

           水温0〃ミ24.725.2           10棚2三624.9

           25m23.424.7

           底届23.123.3

           魯群探・・索時間自17h-00m19-0019-0022-00
           至18h-15m19-2019一貞022-30

           集時闇自18卓一15m19∵2019一』0           魚二.92-30
           至22h-00m04-0022r0001.一30

           操業時間自22h-00棚01-30
           …≡≡一工23]ユー00〃02-40

           集魚剛魚探≡記録魚群指数rXBXD0.001
           漁'十獲'董

           魚種別漁獲量ブ'ジ           ム口テー一一ジ

           カタボシイワシ

           字ン一Iカ''才、一、、
           そ一の一他
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 (3)操業方法は潮誌、特に大島てば海底のサンゴ礁を充分調査して操業区域を選択すべきである

 (・〕集魚灯蝉時坤・・!…等難るものに批ぱ・魚群の移行などで逸散があるので
 統一すべき呼10001γ一2・000W使用時の集鮒光達鰍直経・・腕前後と推定さ
 れる。

 (・)大島海璃†6悩巾翻瞬亭叡・魚研分布麟に対する航海底等支障に舳
 のが少いので糠什呼対象として有望榊れる

''一一担当肥後道隆

      10,2010.2310.2610.27“・一・10.3011.1
      南大島南大島北大島北大島南大島南大島

      西阿室沖須子茂湾竜郷湾..竜郷湾一缶入沖.実入沖
      48504444一4843

      良好良好サンゴ礁点在〃岩石散在〃
      19-0019-0019-0019-00i9-0019-00

      000000

      22.921.323.022.7二24.223.6

      1.0261.0231.0241.口22I1.0231.023

      NNW1N4ENE2NE2E2E2

      337o94

      1サニー3221

      112222

      NwNENWNwN瓦N瓦

      24.624.224.225.125.0

      ・{一24.023.723.624.224,1

      23.322,622.723.423.3

      一23.120.420.423.223.3

      1-8-0口18-0018-0017-0017-001アー00

      20」OO18-2018-3018-2019⊥20.17L40

      20-0018-2018-3018-2019-2017-40

      03-0023-40一00-0003-0004-0023-20

      03-0000-0003-00.04-0023-20

      06-1501一一0004-1005I一口000-50

      0.0010.0010.001I一～^..

      3.20-0切120切191佃

      3,200

      一00191

      20
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第1回  大島ムロ漁場図

 漁場数字は月

 末漉魚群あるも漁場と
 たっていたい海域

 第2図a 加計呂麻島南岸操図位置

 操業区域州w魚群反応位置⑧投紐位置



 第2図b 知名瀬沖操業位置

 第2図O 龍郷湾操業位置
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大島海峡定期観測

 昨年まで打っていた琴輝饗場定期観測.(本年度はア月迄実施)ぱ各漁場の海相について実施し
 たが、本年度ぱ8月よ♀。塵瞭の漁場倶限定竿ず、大島海峡を任意に選択した定点を毎月1回観測し
 各漁場の代表点と思ばれる点と大島海峡全体の海況との関連について実施したので、その結果を報

 告する。

 ○観測月日

昭和4口年一4月5日大島海峡

 ・5月17日久慈湾

 〃6月14日大島海峡

 ・7月12.日久慈湾
 〃8月16日大島海峡

 '・10月17日
 〃11月17日

 〃12局1.4.日
目名昭和41年1月1事日
 〃2月15日

 〃.3月14日

 ○観測点

 久慈湾…前年度と同じ

 大島海峡・・別甲俳1図)一のと牟り。軍点,1点.
 ○観測方法

1.採水

 0,3,5,10,25椛層を北原式中層採水欝で採水し、0,10,25m層を分析試料

 とし、溶存酸素は現場で固定し他はポリ瓶に採り実験室に持ち帰っ走。

2.フラニ/クド=/

 北原式定量用ネット(N025)による5m層垂直曳きで採集し現場で10%ホルマリンで

 固定し査定に供した。

 3.観測捨』:び分析項目

 透明度、水温・・・…………現場で測定

 塩素量、酸素量、酸素飽和度…一・一常法

 Si,P,N0-N、.NH畠一N…一・一…比色法.2

 0a(12月以降測定)……一・シユウ酸カルシウムの沈澱を生戒せしめ過マ!ガン酸カリウ

 ム禅定による容量法。
 §観測結果

 。、観測結果奉午ついて
 各月毎の観測値を基礎として、昨年と同様

 (1)各月毎に全点(観測層別)の平均値を求め、この値をその月の観測値とした(米1表)

 (2〕各点毎に1年を通じての平均値を求め、この値を各点の観測値とした(オ2表)
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 (3)久慈湾の観測度は観測層を通じての平均値を求め5月碁よび7月の観測健とした脚き表)
 1.各月の観測値(才1表)について

.(1)水温
 犬島海峡に拾いて最高水温を示すのは8月で28℃前後を示す。(7,9月欠測のため不明)

 '一I一最低値ぽ1一～ダ月一21℃台であるが前年のそれは2～3月19℃台であるのと比較し約1ケ月
 一早く、2亡穫高めである。久慈湾の4月は19℃であることから察して最低値を示す時期は1
 月～4月であり、その間の水温変動ぱ2～3℃である。

 叉・夏期は表層と10・25m層との差カ王圧5p帷あるが冬耶=三11・早～2月).略んどそ
 の差は左い。

12)塩素量

 塩素量は冬期(11月～4月)1票20%台と高・夏期(6月∴自党)ぱla9%台であ
 りO・3勉程度の差があ糺表層水と深層(10・25m層)との差舛0・02%前後で大差は認
 められ友い。例外として6月の表層水と「0"=層の差が0.2%あるが雨期に当るので、その影

 響…と思はカーる。

 (3)酸素量右よび酸素飽和度

 冷水期(1月～4月)から水温上昇期の6月にかけてアlPP皿台を示し、高温期(8月～1

 1月)ぱ6.5PP皿台を示す。表層水と深層(10,25吻層)との間に差ば認められ庄い。

 飽和度は、いずれも92～98ヲらであり特記すべき点は見当ら在い。

14)COD

 4月と6月のみ測定したがσ2PP皿前後で清浄な海水である。

(5)透明度

 昨年と同様、年間を通じて10～20mの範囲にある。月別に見ると冷水期一(1角二3月)
 が18～21mと高く、その他の月ば1口～16mと在っている。

 (6)その他の塩類

 '台i一・一各月各層とも平均←そ一α04至地前後であ.る外6月はO=『2P地前後を示し
 他の月の他の月の約3倍とな'つ'ぞ六る;これば降雨の彰錘であると思ばれる二

 p…………&prイ4～TraCθ下あり月別、水深手よる差は殆んど老い。
 NH。_N一…・・一・・o.oオ師皿∴f品。θであり季節的、垂直的分布に有意的毒傾向は見られな

い0

 N02-N…一・・1.08/ノ～TraoeでありN互3-N同様特記すべき点ば見らλ在い。
 2、採水点別による観測値(オ2表)について

(1)水温

 表層水竺川㍗1・を示い・I1一一ナ出一・一}・二・・と殆んど竿宇ず・…一
 11は身41-0ダ㌧2・4.19を示し0.3℃程11高目となつそ■え二
 同様κ3m旙でO.3C,1口腕層でO.2℃Iいず一れも高く在っている。

(2)塩素一量

 各点とも表薦川紙3m層以深1㍗勉台子㍗干雫二r11畔で亨1・採水位
 置、フk濯侵による差は言忍められ在し(o

 (3)睡素量卦よび酸素鋳口産
 採水点;一線水膚に上る差ば克ら一λ手各点共一酸素量&8P虹、飽和度φ5尭前凌を示し、
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 特異的な傾向はなり。
(4)透明.度.

 昌t.一のみ㍉&3mと高く、その他の点は各点共15m前後であり差は認め亨れ率い。
 (5〕その他の塩類'

 Si………・・・…甲申α05凹皿前後～Trace,P一一一平均10r/4前集～Trace,
 NH3-N……・……平均0・05PP皿前後～Tracθ、N02-N……・…平均1-3r/4前後～

 Trage,Oaぱ平均400PP1皿前後を不すp
 観測時比よってぱパラつきが多くNH3-N2月、St1,O棚でO・1班皿、N02-N3月、
 25m層で4r/Zと高い値を季す点もあるが、いずれも有意の傾向は見られ在い。

 ・大師峡と他の真珠養殖場÷の比較
 大島海峡の水質の特異性を把轟チるたあ鹿児島湾(1964・10調査)、三重県の英虚湾
 (1953・1D調査、券よび1955・10調査)と、二、三の項目について止較してみる。

塩素'量

本島海峡鹿児島湾英略湾(1953)英略湾(.1955}
表

底

1917%18.87筋18.49筋

1919 18.94 18.48

 1ズ82%一

1Z98

 洋鹿児島湾の観測値ぱ1月観測のもの

Sj

犬島海峡鹿児島湾英略湾(1953).英略湾(1955)表

底

 0,043コ≡コPm2.6PP皿0.51PP工n

O.040 1.o o.61

1.06=P=Pm

O.70

大島海峡鹿児島崎英路湾(1953)英略湾(1955)
表  95ト〃6ZOγ〃.1O.Oγ〃

11.0 46.O 12.O

 αo・/4

13.0

N02-N

大島海峡鹿児島湾奥略湾(1955)英略湾(1955)
表

底

1-3†/b4.0ヤ/e<1-Or/Z
1.0 4.O く1.o

 2.8“〃
2.0

 泣上表中産とあるのは大島海峡、鹿児島湾においては1O棚層を云う。
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 煎表のと誇り、大島海峡ぱp,N02-Nは英虚湾と殆んど同様差傾向を余しているが、Siが
 非常に少く、華産湾の1/15㍗1/20・鹿児島湾の1/25～1/60と哀っている。鹿児島
 湾はSi,P,N02-N共非常に多く、大島海峡と比較してPが4～5倍、N02-Nが3～4
 倍である。

 .塩素量は大島海峡が181%台と高.であり、他の養殖場よりかなり高い。

l
1
撃

 以上の結界から大島海峡g特異性は外闘の影響を受け難く・流入河川も殆んど無く.・時期的変化
 の少い外洋的性質を多分r有し、Siが非常に少いと云えるであろう。
 (本文中、鹿児島湾のデーターは鹿水試事業報告昭和39年版、英虚湾(1953年調査)ぱ真

 珠珠の事典北隣館、英寧湾(1955年調査)ぱ英虚湾海洋観測表昭和34年、三重県水産
 試験場による。)

4.フラニ/タトンについて

 プランクトン試料を採取した月ば6～8月、10月～12月の6ケ月で大体夏期から晩秋に当

 る。採取した試料は稀釈赤ルマリソ液で固定した後、沈澱法で粗容量を定量し、検鏡に際しでは

 計数板にてその組成、割合いを査定計算し危.。

 涜券、割合いについては通常のCr法により、二大プランクトン群別に各々示し㌔

結果

 出現プランクトンの査定、計・数の結果は別表4～9の如くであるが、6～8月の定点1～11

 の沈澱量ぱ6月で1川5.5CC、ア月で2～ユ5CC,8月で∠～4CCであり、1;0～12月
 てば10月てt5～2,5CC,11月で1～2,5CC,12月で1～2CCてあっ招二量的には

 lO～12月ぱ6～8月に比較して約音量であつ友。
 各月の各定点1～11の査定結果は別表4～9の如く、動物性プランクト;/群てば6～8月各

 点共・岬沖、き乏一・・、、粋・ユ…幼生が大都分を占め・・?・・…皿・・尾虫類は少
 在いをがらも資点に普通に早ら外7月には極く少い数でばあ差がZOea幼虫。まき貝、二枚分
 幼虫が大部一分の定点で見られたがGoPepodaSpば6,8月に比較して各点とも減少した。・

 10～12月てば植物性癖に比較して動物性群が割合いとして増加するが、同様κGopθpod-a
 Sp・、NauPユiu臼幼虫が大部分であった。

 植物性プランクトン群では6～8月中各定点共に非常に多く、申でもGhaetocerosSp

 が最も多く、次いで岬a8■assionθ皿aSp・、Rhizo昌。ユeniaSp,Trichode一

 舳iu皿が多い。そしてア月下は。Tha日ユassi01ユe皿aSp牟ChaetocerosSpと同
 程産に増加するのが見られた。1O月～12月の植物性群ぱ6…8月のそれと比較して、量的に
11
 一～一・減少するのが見られたが、主を組成種はOhaetocero畠S1p,Rhizo昌。ユenia
34

 Sp・、Thasユas昌ionemaSp・、Trichodle昌皿iu一皿Sp.であった。

担当

 肥・後道隆

 武E日健二(水質関係・文責)

藤田征作

 塩満捷夫(プランクトン・文責〕

山中都津
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第1図採水点図



 才1表観測点全点の月別観測値.・(平均)

             月観測層(〃身水^℃)温塩・(=』θ/系〃)且里透(明m)度駿(P素p.二皿、宣し)里酸素^飽舶莉)度・.^eP乞盲皿)(SPiP皿)(卜=P/ノ)N(C-r2/iaN)N^HP3plmN)C(○王コDP皿)
             019331928

             3,1報301-928ス3795.20.1002,5TO.1020.21

             45199

             1019451928

             2519431929

             口
             3

             55

             0

             25

             0.24.4'918.77Z1598.1O.133TT0.0190.15

             324.15'・'

             6511.6

             `o.ノ23.8818.98Z1895.OO.112TTO.028O.16

             25

             0

             3...'

             ア5一し.。一㌔ノ.。             10

             25

             02フ;9018.9ア6.4896.6O.03495～T'1.0～T.O.051～T

             32フ;67

             8515.3

             102ス4418.996.4895.70.0448.0～T1.0～T.・一^α055～T

             25

             0
             3

             .'.

             95

             10

             25

             o25.1519176.5693.4q.04395～T1.3～T0,051～T

             325.24191ア''
             o525.26191816.ヨ

             1025.2ア19.186.5693.5O.0408.O～T一1.0～T0,046～T
             2525.311919し一              口.04011.0「.T
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             観預1層伽水温(℃)塩(素地)且里透明度㈱臥P素p」皿量)酸素(飽%和)度C(.aPP皿)S^ilP.P皿)P             月?/ノ)NO↑2/1aN)N(HP3p1皿1N)C(0PD]≡〕旺j)
             o24.24192ア6.5892,30.04092～T1.0～T0,055～T

             324.231926

             11524.24192ア14.1

             1024.2519276.5892,40.0448.0～T一1.4～T0,045川丁

             2524.14192ア6.5892.2O.04494～T1.4へ410,055～T

             口22.6519216.7492,039900.0408.4～T1.1～TO.040～T

             322,641.921

             12522.64192116.5

             1022.651921&ア)91.7398.6O.0388.8～T1.ア～TO.046～T

             2522.6319226.6991.3401.1O.0448.0～T1.1～TO.040～T

             o21.681924一6.9192,83990o.0368.0～T2,0～T0,040～T

             321.671925

             1521.66192614.4

             1021.6419286.8892!4401.埋0.05611.口～T2,0～T0,050.～コ=

             2521.6019276.8892,5400.0O.03612.0～工1.5～T0,040～T

             021.811921ス0294.5398.20.0928.0～TT一〇;048川丁

             321.791922一

             .2521.79192221.2

             10.21.75.1922.Z口194.3403.50.09196～T1.0～τ.d1055～T

             25.21.601923Z0694.7401.20,092一1口.O～TI1.0～T0,040川丁

             022.221924Z1296.339950.044ア。～T1.5川丁0,040～T
             321.721925

             3521.63192518.7

             1021.561927Z1095.4394.40.0378.0～T1.7～T0.04D～T

             2521.491927z0995.1408.50.0398,0～T1.8～T0,040～T

柱 Si…■・…

P

 N亘3一王{一

N02-N…

 O.03コPP皿

O.3㌃/Z

 O.014]≡〕=PIn

0.7r/4

以下

以下

以下

 以下を示す
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 才2表観測期間を通じての定点別観測値 (平均)

            一St観麿・・㈱水(・℃)温.塩(素脇.)量透明度..㈱紅1P素p._巴重酸素二飽第和)度(CP弓アε(S=PiコE〕皿)P?./.ノ)N(0r2/1/N)N(HコP3王1m-N)
            023.8419206.ア793.7401.口0.052.8-4～工1,4～T0.05ア～T

            323.791923

            15一19231一・I8.3

            1-0皇3.6919236.73192,7410.8O.0481征。.～T1.6～T0・04～T

            2523.1819266.72一92,8418.00.0458.0～T1.5～T0.04～T

            .o23.641917.、.く=789.∬390.30.0ア2Z6～T1.2～T0.04～T
            32.3.591923

            25192216.8

            1口23.5819226.ア993.3394.00,049.11.0～T一1,3～工0.05～T

            25.23.3319246.7194.0394.50.05310.0～工1.0～T0.04～T

            0一一2ζア6リ146.7993.8亨g93O.0698.O～TTO.047～T

            .323.651923

            351皿2316.5

            1023.5519226.8393.8596.30.050・8.O～T1.0～T0,055～T

            2523.2919246.8192,339Z0O.04ア8,O～TT0.04～T

            023.78191言6.8494.839ス50.05610.0～T一1.1～T口.046～T

            323.631921

            45身3,53192315.5

            1023.531λ226.7792,6392,0O.05ア8,0～T1.5～T0.04～T

            2523.3919-246.7692.9394.5口.04811.0川丁1.5～血0.04～T

            023.7319.166.82一94.5る96.50.0508.O～TI1二0～TO.037～T

            323.591924

            55192416.3

            1023.581923台・8193.4401.80.05220～T一1.0～T口.06川丁

            2523.5319246.8093.6406.3O.04ア12,0～T1.3～TT

            023、ア619146.8494.839zo0.05790～T1.0～T口.038～T

            523.611見23

            651臭2415.9

            1023.5519236.8193.ア408.50.0531位0.～T13.～To.04～T

            2523.2919236.8092,3410.80-04512,0～T13.…TT
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            二St観測層㈱水^℃)温塩二(素脇)量・透(明m)度紅玉乗pエロ上司.)皿酸素(飽第和)度^GPaP工I1)(SPi=Pm)(Pr/z)・N・(qr1/Nノ.)一N^○コ1コ3ア1皿N一)
            023.6219106.8294.2396.00.0568.0～T1.0.J士O.05～T

            323.601923

            ア5192315.5

            1023.5219226.8193.6392,00.05090～T1.5～TO.043…T

            2523.2519236.8093.5.395・5O.0488,0～T1.0一々'0,055～T

            024.0919106.8295.0403.00.05890～T1.0～T0・町0トT'

            323,9I21922

            85192415.9

            1023.7419字26.8193.ア400.70.0618.O～T1.3～TO.048～T

            2523.4919246.8093.4401.70.0488.0～T1.口～T一0,040～T

            024.1419106.8395.3393.00.04790～T1.0～T0,040～T

            323.941922

            95192214.6

            1023.ア3192口6.8895.1385.アO.0508.O～T1.O～TO.口4～T

            2523.4319226.8492,9395.O0.05611.0～T1.O～TD.D5…工

            024.1919096.8595.84口3.0O.05110.0～T1.O～TO.05～T

            323.911922

            105192215.1

            1023.8019236.8495.3405.O0.Oア48.O～T1.3～T0.05…=[

            2523.46・19236.8193.8407アO.0548.0～T1.0～T0.04～T

            o24.1219106.8395.141ZO0.06490～T1.0～T0.05～工

            325911922

            115192216.6

            1023.8819236.8595.O414.30.0768,口～T1.O～T0,045～T

            。2523.5919246.8693.6413.30.0608.O～Ti.o～To.04～T

 注Si

P

N03-N・…

N02-N・…

 0.03P1P皿以下

 0.3r/a以下

 ・o.014コ≡〕P]n以'F

 ・α7「/Z以下を示す
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 オ3表  久慈湾の観測値 (平均)

           観測月日観(測m層)水温(C〕塩素量(%)酸素葦=PP皿睡素飽和度(第〕CO1DIP二P皿siPP皿1Pγ/zNO-N2・〃!コ平・一一HPlP皿
           o22,2016.2672895.50.43O.824.oTO.059

           5.1ア321.42

           1口21.211912Z2296.20.ち30.153.0T0.口4～T

           o28.761Z906.519ス00.190.24～T0.8～T0.04～T

           Z1252Z370.

           1p26.1319026ア59zo0.09O.口7O.8川T0.04～T

注

Si・・・…

P.

 }旧3一}』…

N02-N…

 0,031PPm以下

 0。.3r/ノ以下

 ・0.O14P1Pm以下・

 ・・αア㌃/z以下を示す
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米4表  6月プランクトン組成

             占
             ハ、、1234567891011

             種.類

             COPepo吐aSpCGCCC0GCoCC0CCC一C

             Naupユius幼生GCOCC十CC十C十
             SagittaspCrr十rr十rr十

             動My昌i昌幼生rr

             物Zoθa幼生rrrr

             性PユuteuS幼生rrrrrr

             ブ二枚介D型幼生rr

             一フまき稚貝幼生rrrrrrrrrrrrrrrr

             ソ虫類rrrrrrrrrrrrrrr

             ク放散虫類rr十rTrrrrrrrrr

             ト有鐘織毛虫類=rrrrrrrrrrrr

             ソ王yrOOy日tiSSprrrrrrrrrrrrr

             Ceratiu皿Sprr十十rrr十十rrr

             王θrid-iniu血昌prrrrrr「rrr

             その他※rrrrrrrrrrrr

             ChaetooθrosspCCCCCOC0C0CCCGCCCCC0OC

             C早岬oodiu皿昌prrrrrrrrrrrr十rrr
             OosCinod-iscu昌臼prrrrrrrr

             植Ba.ctθriastru皿sprrrrrrrrr十十CGGrr
             物Bid-d-uユlPhia昌1Prrrrrrrrrr
             性Eu-oa皿piasprrrrrrrrrτ
             プGuinard-iaspr十十十十rrrrrr
             'フ工。θptOcアユind-ruSspr=rrrrr

             ソ固itzschia昌prrrrrrr=rrrrrrrr十rr

             クlP■euro昌ig工nasprr
             トStreptothθca昌1Prr

             ソStθ・PhanolPyxisslP
             SchrOd-eユユas1P

             Tha昌ユaS呂iOneエロaSprrrCCCC一GCC十

             Trichod一θs皿iu皿sp

             TriCeratiumSprrrrrrrrrr

             RhiZOSOユenia昌pC⊥1十十■τQCG十一〇十

 ※動物性ブランクトソ中のその他としてぱ、I浮游卵、管クラゲ、サルパ。稚
 魚、多毛類山phisoユe1ユia日pを含む。

一503一



才5  表ア月プランクトン組成

            占
            '、、、・

            種類1234.56ア8.91011

            OopθlPod-a昌p十cC十C十十十十OC

            Nau-Pユiu8幼生十C一0GCOOCCCCG

            Sagittasprr

            My8i冒幼生rrrr

            Zoθa幼生rrrrrrrrrr工rrr

            Pエローtθus幼生・

            二枚介D型幼生rrrrrrrr

            まき稚貝幼生rrrrrrrrrrrrrrrr

            尾虫類rr十十rr十rrrrrrrrrrr

            放散虫類rrrrrrrrrrrrrrr十

            有鐘繊毛虫類rrrr=rrrrr一.'rr

            野・p?yStiSSprrrrrrrr
            Geratiu皿昌p十C十C十CCC十rr十

            perid一加iu蛆8prrrrrrrrrrrrrrrrrrr

            その他.rrrrrrrrrrrrrrrrrr

            Cha-etoceros一昌pC十CCCOGGCCCGCOCO

            C+macodiu皿昌p.CCrr.rrrrrrrrrrrrrrrrrr

            Coscinod-iscus日prr

            ]3actθria目tru皿slP十十.十COCCCCCCC

            Bid-d-uユlPhia畠1Prrrr

            Euca皿piasp

            帥i{a・aia日prrrrrr

            Lθptocyユind-ru昌sprr

            Ni坤SChia8prrrrrrrrrrrrrr

            pユeurOSig工na8prrrrr「.・rrrr

            StreptOtheca冒p「「二
            StθphanoPyxissp土一r一rr'一r士

            Shrod一θ1ユasprrrrrrrr

            Thasユa昌sione皿asp00C0CCCCCQ0CCCCCCCC

            TriohOaes皿iu皿sp0r十十十十rrrrrr

            Tricθratiu平slPrrrr

            Rhi宮OSOユeniaSp.C十十C十十十十十十C

一504一



 オ6表  8月プランクトン組成

            占
            ',、、

            種類123456ア891011

            OoPθpod一邑spCGCC0CCG0CCCCCCC

            NaupユiuS幼生Crr十rrCCr十十十C

            Sagittasprrr十

            MySiS幼生rrrr

            Zoθa幼生rr

            Pユutθuξ幼生r=rrr

            二枚介D型幼生rrrrrrrr

            まき稚貝幼生rrrrrr十rrrrrrrrrrrr

            尾虫類rrrrrrrr十rrrrrr十

            放散虫類rrrrrrrrCrrrr十十rr

            有鐘繊毛虫類rrr十rrrrrr十rrr十

            王〕アrooy日ti881Prrrrrr十rrrrrrrrrr

            Ceratium日pr十十十十C0十OCC

            1Perid-iniu一エnslPrrrrrrrrrrrr

            その他rrrrrrrrrrrrrrrr

            0haetooeros畠1POGCOCCCOCGCCCoGCCCO

            C1macod-iu皿sprr=r=rrrrrrr

            Coscinod-iscu8目prrrrrrrrr

            Bactθria冒truI口昌p0Crr十C

            Bid-d-u一ユphia日1P

            EucaInpiasprrrr

            G・uinard-iasprrrrrrrrrrrrrr

            LθptOcyユind-ruSsprrrr工rrrrr

            NitZ日ChiaSprrrrrrrr十十rr十r

            Pユθu-rosig工nasprrrr十rrrr

            Strθptotheca8p

            StephalユoPアxiεsprr

            SchrOd一θユユaSp士rrrrrrr

            Thasla日冒iOne皿asp]=rCCCCCCCCOCCCCCCOCCC

            Tric丘Od-eS皿iロー皿spCoC0十.CCCC

            Trユceratiu皿呂prrrrrrrrrrrrrrrrrr

            Rhi屠o昌oユeniasp十o十十I'I十十十十十C
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 オ7表  10月プランクトン組成

             ＼占、、、＼123456789011
             GoPepoda畠p十十rr十十C十CCCC

             Naupユius幼生rrrrrr

             Sagitta畠prr

             動MySi8幼生rr

             物Zoea幼生rr

             性=P■utθu昌幼生rrrr

             プ二枚介1D型幼生

             一フまき稚貝幼生rr

             ン尾虫類rrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

             ク放散虫類rrrrrrrrrrrr

             ト有鐘繊毛虫類rrrrrrrrrrrrrr

             ンPyrOCy昌ti8Sprrrrrrrrrrrrrr

             Cθratiu工nsprrrrrrrrrrrrr

             Perid-iniu皿昌prrrr

             その他rrrrrrrrrrrr
             一一一■'■一

             0haetOderO日Sp十十十十十C十十CC十

             Cユi皿acod-iu工nsp

             Co昌cino辻i昌cussprr

             檀Bacteriastru皿sp十rrrrrrrrr十rr

             物Bid一αuユphias1P

             性Eucampiasprr

             プGu■nard-iasp

             一フLeptocアユind-russprrr

             ソNit屠昌chiasprrrrrrr十rrrr

             クPユθurOsig皿a81Prrrr

             トStrepto肋e・aSp

             ソStephanoPyxis昌p

             SchrOdeユユasprrr互rrrrrrrrr十rrrr

             ThaSユa昌SiOnemaS1⊃rrrrrrrr
             '

             TrichOd-e昌皿iu皿s1Prrr㍉rrrrr十r

             TriCeratit皿Sp

             Rhi屠osoユenia日r十rrrrr十十十十r十
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 オ8表  11月プランクトン組成  庶11・・欠)

             123456ア891011

             Copθpod-aspCCCCC0CCCCCC

             Naupliu昌幼生十rrrrrr十rr十十rrr

             Sagitta昌prrrrrrrrrrrrrr

             動MySiS幼生rr「「.

             物ZOθa幼生rrrr

             性Pユut舳s幼生

             プ二枚分D型、幼生rrrrrrrr

             一フまき稚貝幼生rrrrrrrrrコ=一

             ソー尾虫類rrrrrrrrrrrrrrrrrrr

             ク放散虫類rrrrrrrrrrrrrr

             ト有鐘繊毛虫類rr十rrrrrrrrrrr

             ソPyrocysti昌畠prrrrrrrrrrrrrrrr

             Geratiu皿昌pTrrrr一一rrrrrrrrrr十

             lPerid-ini.㎜sp

             そ..の他rrrrrrrrrrrrrrrrrr

             Ohaθtocθro昌spoCCC十十十0r十

             Cユ皿acod-iu皿sprrrrrrr

             C6昌cinod-iscus冨prrrrrrrr

             BaCteriaStru皿Sprrrrrrrr

             植Bid-d-uユphias1P

             物瓦1ユCa口1piaSp

             性Guinard-iasp

             プ工・eptooアユindrussp

             'フNit呂冨Chia昌p十rr十rr

             ;ノPユeurosig皿aspr「rrrrrrrr

             クStrθptotheca畠prr

             トStθphanoWxissp

             ンSchrodθユユaS1⊃r
             一

             Thasユa.ssionθ皿asp十CC十十十r「.r十rr

             工riChod一θs皿iu皿sprrrr十r十十十Cr十

             TriCeratiu皿Sprrrrrrrrrr

             Rhizosoユθniasprr〕1'rrrr十十十rrrrr
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 オg妻  12月プランクトン組成

            .点123456ア891011

            種類

            CoPθpOd-a昌pGGCCGGCCCCC

            Naupユius幼生十十Crr十十十十十十十十

            Sagittasprrrr十rr

            Mysi呂幼生rrrr

            Zoθa幼生

            1P1uteu8幼生

            二枚介D型幼生rrrrrrrrrrr

            坤稚貝幼生

            尾虫類rrrrrrrrrrrrrrrrrr

            放散虫類rrrヱ^rrrrrr

            有鐘繊毛虫類十十rrC十rrrrr十rr

            Pyrocystissprrrrrrrrrrrr

            Ceratiu皿s1Prrrrrrrrrrr十十

            Pθrid-iniuInslP

            その他rrrrrrrr

            GhaetOcθrosspCCCCCCG十C十G

            Cユi皿aCOd-iumSprrrrrr

            Do昌cinod-iscu目昌prrrrrrrrrrrrrrrr

            ]∋acteriastruエロ8prrrrrrrrr

            B平auユphi・・p
            瓦1ユCampiaSp

            Gローinard-iasprr

            L・ホOCyユin吐・u日昌prrrrrr

            Ni加rohiaSprr十十十rr十OCrrrr

            P1θurOsig皿asprrrr

            Stre1Ptot]ユθcaSp

            StθphanoPアxi日8prr

            Sc'hrodθユユasp.

            ITh・・ユ・昌・iOn・皿・・pr十oCCCGCGCC
            .Trichod-es㎜iu一皿日prrrrr=rrrr

            TriOθr4tiu皿Sprrrrrrrrrrrrrr。rr・

            Rhi呂osoユθniasp十十十rrrrGr十rrrC
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 ウニ企業化試験

 主・旨

 本郡島周辺κ多産する、シラヒゲウニの高度利用を図るため、加工試験を行い併せて、これを普
 及奨励し、漁家及び加工業者の経済向上に資する。

 ウニ塩辛製造試験

実施場所一次加工瀬戸内町諸島

二次加工分場加工場

実施要領

 ①原料処理一次加工

 採集地に拾いて㌧叩き割り法によりI生殖葉を摘出し、海水にて法条水切後、食塩12完を添

 加、塩漬10～15時間後に、塩漬後の水切を存し、エタノール5弟を添加、塩ウニとなす。

 ②二次加工一

 塩ウニに対し、エタノール、味の素、色素を次の割合にて添カゴ、瓶詰製了した。

 塩ウニ、1佃に付、エタノール7系、味の素ロー3～0.4第、色素O.02%

 ⑤生産並びに企業性を高めるため、真夏時“とくに産卵期に溶解する生殖巣g流失防止対策とし
 オ4回試験苧〔拾いて雄メウバン処理した生殖巣と普通製品とへ歩留及ぴ食味等。比較検討
 した。

 ※試験の経過並びに概要一一I
 実施時期並びに原料採集場所
沖1回試験6月諸島

沖2回試験7月講島

才3回試験8月講島

沖4回試験8月講島

歩留

沖1回試験

原料(穀付)数量155切100笑

 摘出生殖巣8K55095.52

 一次水切後6K60094.26

 二次水切後4K06口92,61

才2回試験

原料(穀付)数量126佃100第

 摘出生殖巣8K60096.82

 一次水切後6Kアロ095.31

 二次水切後5K30094120

 オ3回試験

原料(穀付)数量566佃100第

 摘出生殖巣34切ムOO

 一次水切後24K20094・27
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 二次水切後1㍉5量≡テbロー一泡・、毎7アニ1一
才4回試験

 言姻灸の方法

 Al・ハ海水干・・焼メ・ウバて1。・を騨せしめ・ウニ生殖巣1㌣を帥午浸漬し水
 切後、塩漬した。

 Bウニ生殖巣1佃を海水にて水洗水切後、塩漬した。一

重量変化

 Aフk切後8909.塩漬1力(切後=7209
 B〃7809''5009

歩留

 A水切後89第塩漬水切後ア2第

 ,・B.・78第・.50第
 上言己のと卦り、オ1回識棄からオ3回試験重での歩留は、才2画試験(7月)が良く、二次水

 切後に歩いても、42.采を示←色つやも良好であった。オ4面識灸κあってぱ、AはBに比し肉
 締りがみられ、塩漬後に拾いても渋味が感じられたが、製品価値を左右する程の変化はみられな

 か?牟。な軌.歩留舛、AはBに比し、比較的良いことから、焼メウバン溶液の作用と思ばれる
 色沢その他・

 奄美産シラビクウニぱ、大型(10例前後)が多く一、作業は、他の小型ウニに比し容易能率的

 で、味、臭も極めて良好であるが、ただ色沢が悪く着色し友ければ商品価値の左い欠点がある。.
 本試験に拾いては、サンセットイェロウ5号にて着色した結果臭好在製品が出来た。製品の変化
 については、官能観察によって、味、かび発生状況等調査したが、異常は見られず、焼メウパン

 溶液処理分も、今のところ異常は見られず、味も普通品と変化が凌いようである。

担当 実島一可夫
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水産物加工指導

1加工場使用

主.旨

 前年度に引続き、分場加工場を民間に開放し、大島節の品質改善に寄与する。.
 ⑦使用期間

自昭和40年5月

至昭和40年9月

 ②原料搬入数量及び工場使用料

生原料数量14,161海

 かび竹原料720佃

 むろ節原料220佃

 工場使用料合計32,835円I

 ③、月別、種類別原料搬入数量及び工場使用料

       原料別
       月別'本節原料荒亀節原料割亀節原料かび竹原料むろ節原料使用料計
       54345=穿919佃佃佃

       6月13D1.7194,860一

       ア月9004σ8

       8月4102,38042080

       g月4075D880640220

       △^'口証58D6.09-4Z-48アフ20一22032,835円

 上記のと香り、年間の搬入量は、生原料で、14-161切であった。指導項目としては、従来
 の手削り製品に比し、機械削.り製品が、歩留及び処理能力もよいことから、機械削りを普及させ
 指導し走。

 ・2、ウニ、あ券のり加工指導

主旨

 沿岸資源の、活用促進を図り、漁家経一済の向上に資する
 .実施月日及び場所

8月24日瀬戸内町諸.島参加人員20人

 12月ア日章郷村赤尾木〃80人

 "8日喜界町芦...∫コ2人
 〃9日・嚢堀田丁ノ』、蜀弓筆.〃・26ノ㌧

 上記地区の漁1融廷合員及び、・蔀落民の要望.を受け、ウニ加工法、あ春6り抄製並びに佃煮、製
 法を指導し・沿岸資源の高度利用を図った。.一

担当実島可夫
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 未利用資源開発利用試験・

主旨

 本郡島周辺へ却用文は・利用度の低い沿苧の1..中度利甲を図るた㌣・今年度ぱ・キリ
 ンサイの製品創製を試み先。

 キレサイ味噌演、粕漬加工試験
実施場所分場加工場

実施期間自昭和40年5月至日石印40年10月

実施要領

 (1り原藻処理
 乾燥原藻に充分水を含ませて、日光にさらし、1日2回程水を注ぎ漂白し、小砂利、爽雑物

 を除き、約10倍量の水に一夜浸漬吸水せしめ湿潤を在さしめた。

121煮熟
 湿滴の試料を残留水兵釜に移し、トロ火で撹拝しながら(8口℃3口分位)煮熟溶解し、型
 枠(1m×4㎝X10㎝)に流し込み冷した。

 (到漬込・

 十分放冷後試料を・5㎝X10㎝エX4㎝角・に切断し・味璋演にあっては・試料の120系
 め味噌で漬込み、粕演には、板粕を使用し、糖11W⊂ぱ、正中(40℃)一1-00据4、白糖10

 一一万ε一、食塩509をねり合し、試料に対ナる200第・の割合七つぼに賛込んだ。
 一て・1漬替え

 漬込後、味噌漬にあっては、8日目に新脚曾に漬替えをなしれ
 試験の経過及び概要

歩留

             一漂白乾燥後湿潤後煮熟溶解後二次漬込後二次漬込後

             .識塗次原藻数量数量9第数一査9第数量9第数量9第数一量9第備考
             一次36口300833.000833ぎ8001.0552.8007ア82,000556

             二次400340853.4008504.1001.025至O00ア502.200556白榊嘗使用赤〃粕漬粕漬             三次200160801.5007502,0001.0001.60b800

             四次10080808008001.口001.000800800

 1.製品について

 上表、歩留のと拾り、一次～四次試蛾迄大体同じ値を示しそいる。味噌潰製品にあっては赤味
 曜と白味噌に分けて、漬込んだが、一句れも色沢よく、弾力もあ・り良好と思ばれるが、赤味11管を使
 って、一{ベヅコウ色につけ上るのが、.この漬物の持味と思ばれる。.
 2.工程上の所感

 焦熱時間は・吸水原藻と煮熟液の量により一定しないが、吸水原藻と1同量の煮熱水を用いた方
 がよい。そして出来るだけ固めの製品を作り上げ、余り睦が過ぎると味噌が吸水し味を落す懸念

 一5-r2⊥



 があり・漬込味噌が4・5民で泥体ξだ糺11李午勇熱溶野中㍗埠考口水は熱湯の方がよいように
 思ばれる。

 3一保蔵について

 味噌演、粕漬とも出来上り後、味喀及び粕を拾とし放置すると、約一週間位で、カビ発生が見
 られるので、これが保蔵方法としては、味噌叉は粕ともにビニール袋等に封入した方がよいよう

 であるが、今回は、下記の方法で保蔵識彙をしてみた。

記

 イ)製品の表面を、エタノールで塗布しポリエチレン袋に封入

 口)味噌を春とし、そのま一まポリエチ1ノン袋に封入

 ハ)味暗を砦とし、クレハロンフイロムに封入し熱湯投菌(85℃で5分間)
 二)味噌ともに、ポリエチレン袋に圭士入
 以上㌧四項目について、保蔵方法を検討したが、試験の回数と試料不足から結論は見出せ在い

 が、従来の方法よりは.カビ発生迄の期間が長く、食味の低下も見られ左かった。

 友拾、煮熱水叉は溶解氷等に、防カビ剤を入れることも効薬があると思ぱれるので、今後の試
 験結果に待ちだし(。

担当実島可夫
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 かつお節カビ付速成化試験

 前年度試験により・優良カビの撒布の効果を確認したが・本年度はツアペック堵枠?塗布効果
 拾よび種カビの大量培養法について若干の検討を試.みたので報告する。

 男験の部

 1一ツアペック培地の節面えの噴霧と種カビ撒布効果について
 使用カビ)純粋培養したAspOry量aeAspRuberAspRepθnsの三種

 種カビの培養法)斜面培養した上記三種のカビを高圧滅菌(1切/c栃10牟)し準フスマ(
 ツ了ペック培地を苧量添加したもの)に1白金耳接種し・・～“℃.・・・・…!日、責・…
 ・・…1・日培養し充分発カビしたものを出…で一夜乾燥した冬1細目1っ金網で胞
 子羊けをこし採り使用。
 ツナペツク培二地の調整)
 砂糖100'ダ硝酸ソータ.28、リン酸1水素カリ1.ク、硫酸マグネシウム0.59、≡塩化カ
 リ0.59'、硫酸沖一鉄0.01夕を水1Zにとかす。上記のものに0.5系のカツオ煎じを加え1
 切/C壷、10分殺菌する。

 試料)卸亀節平均24〃水分中央部30.4案、尾部24.4第
 一試料の区分

   カビの種類NO培地噴霧の有無
   1無'

   自然カビ
   2有

  
 
3

   ASpRuわθr無
   4有

  
 
5

   As車0ry屠ae無
   6有

   AspRu1⊃θr+A冨1POry屠aeア無   8有

 A日PRepensの発カビ状態悪く使用しなかった。A冒P蜥zaeA8pRuberの混合区
 を設け、各区とも種カビの撒布量は前年に準じ試料200夕に対して5身とした。

 カビ付条件)二硫化炭素燥蒸殺菌後各区分かつ春節5本ずつを箱に収納、カビ付室放置
 観察)毎日午前10時室温、湿度を測定、3日毎に節の発カビ状態を観察した(試験開
 始後15日て中止)

 結果〕

 ①ヵピ付室の状態は識験期間叩を通じ、室温27川30℃、湿度82～95男であった。
 ②発カビ状態6日目〕舳に節と節の接着面に白色の一菌業が見らお回る。9日目、。舳、

 一循6、."8の順に灰白色の菌業が発生し、。石2、花3,m5、協アは同じ程度に発生して

 いるがかなり少く、花1は全然見られない。12日目、砺1を除いて試料区分の差はなく

 なり青緑色のカビとなり全たく同様と声る。15日目、砺1僅かにカビの発生が見られる
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 が・その他の区分ぱ12日目と一変はりぱ在い。カビの状態は青緑色であるが、節全体の約
 1/5(主として骨側)に発生し允に終り。全体としてカビ付状態、ぱ不良であった。

 ③雑カビの発生はみられ衣かった。

 ④ツ培地を塗布したのみでカビ撒布を行左はなくてもカビ付後期には撒布したヰ、のとの差は
 なく底糺ツ培地の塗布のみでもか在りの効果があるものと思はれる。

 ⑤9日目まではかなりツ培地塗布の効果が見られたが日数が経過するに従い、その差が見ら
 れな=く在り、僅かにツ培地塗布、カビ撒布しない区分(%1)のみ名ビ付か遅れた。カビ
 は最初節と節の接着面より発生し節の腹部(骨側)中央部に拾いて顕著であるが、一節と節
 の接触による水分の。もどり"が充分で在く、カビ付中の節の乾燥し過ぎ在ど、試料の量
 が足ら左かったことが大きな原因であろ5二

 2.種カビ培養法の検討

 フスマにカビを接種し培養し先ものをフルイでI胞子のみをこし採る操作か煩雑セー、大量の胞
 子を得ることが困難であるので、培養したものをその盲ま使用でき、叉大量に培養する方法の
 検討として、節のけずり粉にカビを接種し培養試験を試みた。
 使用カビ)前述と同じ

 ツ培地の調整法)前述と同じ

 試料)節製造工程中炉ず8の段階で生ずる、,けずり粉"を使用水分196第
 試験方法)一"けずり粉"を108あてシャーレーに採りツ培地、砂糖水(濃度10第、15第〕
 を種々の割合膿添加し、殺菌(1切/c魂、10分)斜面培養した前記三種のカビを1白金耳
 .一接種30℃でI培養した。

 観察)試験開始後毎日(7日間〕発カビ状態を観察し允。結果は別表のと参り。
 試料の区分)カビ三種につきツ培地8,10,12CC、一10第砂糖水5,6㏄、15第砂糖水
 5,6㏄をそれぞれ添加、21種に区争して試験した。

 別表発カビ状態

           カビ種類けずり添加液種類添加           粉量液量日目2日目5日目4日目5日目6日目ア日目
           108ツ培.地艶c○十十十十十十

           〃〃10O十十十十一十十

           〃〃12O十十十一十十十

           A冒p〃10第砂糖水5○十十十十什十
           Ory屠aθ〃〃6○十十十ト十廿十

           〃15〃5○十十十引一十十

           〃〃6○十十ト廿十十十←

           〃ツ培地8○十十±十十十

           〃〃10○十十十十十一H一

           〃〃12○十ト十廿十廿十

           Asp〃10第砂糖水5O一「「■十十十十十

           Ru1⊃θr〃〃6            .○±十十十十十

           〃15〃5○十十十十十十

           〃〃6○.十十十十十十
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           カビ種類けずり添加液種類添加           粉骨液量1日目2日目3日目4日目5白目6日目ア日目
           109・ツ・培一地一'彫σ○土'I土±±工±
           〃〃10σ一十十十十十十

           〃〃12○十十廿廿十十
           Asp一〃10第砂糖水5○土±±十十十

           Rθpθn8〃〃6○±十十十一HL廿
           〃15第砂糖水5○十±十什十十
           〃〃6○一十十一十十←廿一十

 洋一一○・=・
 十…

 件。。

 ・全然発一カビせず±一一
 2…5害阯発カビ十
 ・全一節(発力ビ

 シ†十一中・割以下発カビ.
 5～8割発カビ

結

①

 ②一

③

④

⑤

果

 …日目全区蝕・叫,..蹄は別表注・参照)発生化
 概して添加減(3短兵)一の多仏もお程発カビ状態は良好である二
 2植自以後試験終了時(7日目)唾で発カビ状態たあまり変化在く一2一日目の状態がその
 まま継続し、発カビ状態の不良の区分は最後まで不良であった。

 タ甲種雛よ姥ば殆牛ど見られ出
 発カビ状態ぱ1全体として良であるが全的⊂ぱ発生し在一へ'叉2自目以後の成長が良くな
 かつ先。これば培地がI板状に固まる丸め、菌糸の着生が困難なめか、"けずり粉"の成
 分に何らかの成長妨害成分が含まれているのか不明である。

 大略以上であるが、ツ培地の節面えの塗布の朝灸討、大搬者養法にムける添加液の種類、±.ヒ、
 濃度の検討、培養後カビ付の実用化在とについて試験する必要がある。

 担当武田健二.、
実島百一夫  段責)・
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 マベ　.一Pt・干iリ・坤坤(葺・…6)
 の増殖に関する基礎的研究山x

 少理水槽に春け一る高密度飼育及ぴ沖田し後の歩留りについて・
1.まえがき

 昭和31年度から当分場に巻いて始められ九マベ室内人工採曹はパ10年目を迎え走が、始

 めに過去>年聞の採黄試験の概略について簡単に述べた後、本報告に入る。・
 昭和26年一一(日本樹最が28年)一から琉球政府の力添えで、本土業者と地元民の手で2社の
 マで真珠養殖凪Kが衰立されたが三.途中母貝の乱獲等で28年には二つい比1杜は養殖事業を断
 念するに至っ走。千O年にはI杜でわずかにI50個の母貝が採取されたにとどまつ走。そこ
 で3I年度から奄美復興事業5ケ年計画g一環として、マヘの人工探苗について始めて取組ん
 だのである。■)

 初年の5一三年度はマヘの産卵期調査(8月～11月)、ヘエ授精(切出し卵をアン千ニア
 、海水で活性後媒績に地80系の授精率)及び幼生飼育.鮎嘩S。興を餌料として、28日
 間飼育したが砒和期直前に繁死した。〕去行へ.こ机により人工授糖にまりマベ幼生が得
 られる事表明らかと在った。2)

 一ヨ

 ー次いで季2年度は産卵期の精査とアンモニア海水の適正濃度(α2×一10N)が判明

 レ叉飼育に拾レても問題と在っ走棚屹。期を越す事が出来たがI6ロル程度で錐死した。3)
 33年度は産卵期の精査(6月上旬の2戸「C台～8月中旬2.8,9叩台で最盛期～10

 月下旬琴終了する)によ久人工撃精の適期が判一め・一幼牛飼育に拾㌣てはアンモニア海水を
 用いる事によ久容易に幼生が得られるように在っ走。・
 餌料としてもMo帥8S功⊂加えて〕Dunaユ.山ユエaS良を加え、.始めて110個の附着ネ鎮
 'を得るに至ったd4).
 更に34年度には462個5。)一
 35年度には1,.227個と在久又稚貝の庫長については35年度の採商貫一により2年4
 ケ月でI&5C帽で成長咋・)・・.。、
 以上で5ケ年計画め一区切りがつさ、昭和3-6年度からは鼻単事業としセ弓継がれたが、
 この年は、これまでに採甫された稚貝.の成長を調査し、受精後1年で&3C叫2年1ケ月で
 τJ-5C派3ケ年では173C肌と在勿、文時期的に5～1ユ月(25oO～2-9oCん25
 ℃)・が成長の良い事も判った。ア)・・.'・一
 3ア年度はこれまでの採苗結果から量産化を目標として駅究が継続され,設備の整備により、
 rれまでの5ケ年間の室内飼育が幼主の成長促進により、3ヶ年間に短縮された。餌料とし
 ても舳n包・SP,Dばn町ユ‡θユエ・SPに加えてMi・m・ユg・・,O11L。二1バ。固・.し冒。
 8Pが加えら弘一その後餌量もこれまで一定してい底かったものを定量的に与えるように在
 久換水も…れ重で浮遊期問中1～2回行っていたもgを毎帥/4～1/5の換水を行うよ.
 うにレI叉飼育水の擬捧査定期的牝行うようにした。この結果幼生の成長は更に良くなり、
 5日目でU㎜1⊃o期と在久I25日目には2-25ノ以～315ノ仏,一3I日目には1.76帆肌,
 37日目には2.9帆肌にも成長した;更に沖田し徴一急速に成長する事が判い・I～工2月で

 一工2.7m肌,I2～2月で王&8物.と在っ走;どこで室内飼育よクも天然放養の方が明らか

 にその成長年良好である事が判っ走。又その採酋率について毛3.5-eビーカーで一I0個〃
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 の繍線に対し砂㍗では.0;19一個〃妙く・・ζごて3・9年以降のガラ淋型水欲よる
 嫡法が暗示されて咋沖串1・後の稚貝舛咽冒寵琴換えと・米一書回・蝉歩帥欄り・
 たがも3月以靖は繁死する古めば柱どんど在く。.又遅く受精したもδや成長の華いものほどそ
 の歩留りが悪く在っている。そこで室内飼育はlo月一杯とし、・それまでに沖出しする丸めに
 幼生の成長促進について検討されるぺきであるとされている。8)
 次いで38年度には人工授精についてはこれ書でと同様であるが、媒精後の洗粂をこれまで

 .遠心分離によるものからパ出来るだけ刺激を与え在いだあに静止湖殿法によ万行へ幼生の収
 容数はこれ煮での10口個/4を500一個/4以上とし先6=一換水も更にその量を増しそ毎日
 1一/2以上を幼生の状態によっては全量近く章その都度取換えた。叉飼育容器についそは水カ
 ーメの他に204ガラス円型水構を使用した浪どれか集い結果を示した。すなわち毎日の幼生・
 .1の観察が容易で一それに応じた管理が出来るという点で、2芦団員には早くも附着稚貝が認め
 られていて39個/4の採苗率を示し総計3I軒4-8個束あつた。次に釦料としてはMo.n乱8
 SPがブドウ糖等の有機培養によへ投.餌の際に遠心分離を打っている於培養液の混入はま

 ぬがれず、小型水槽に拾いては当然老の影響か考えられた。そこでこれまで用いられて来た餌
 1料群に対して再敬一討するために、そめ種類と混合化友・び投餌量について実験を行い、飼育水I
 .・lCC当りMioroaユgaθ500'0Cθユエ8+Cha帥。cerd8caユ。itrans2000

 CeユエSにより・きわめて良好在成長を示し・以後はこの投餌量を基準として打ってい糺g)
 次いで39一年度は前年度の結果一から飼育容器はガラス水槽2dleを主力とし、餌料としては
 Microaユgaθ,Oh一・Oaユさ・i-tranら・・に加えてSkθユetdnθIna'OIostatu㎜を新た

 一に使用した。一飯育方法ぽ前年凌1二・ほぼ同じであった於最終的には161'290徳の稚貝を沖田
 し走。こ枠ぱ20e水槽1本平均が695個一(二1;15-5衡)4.73個)の沖出しで、当初から
 比較的高密度飼育と衣つたが、その成長はきわめて良好で、5日一員には・工00〃を越えU工nbo

 期と在'也、実に16日目に壮附着稚貝と凌っているものカミみいだされた、又沖出し後の成長も
 順調で工2月21日はユ5.アmm〈20.㈹.O刎殉、2月ユ2日には30.ξ㎡仇(3ア～2血0mユゆ
 4月2も日には48.4子用肌.(52.0～44.0伽刺,6月25日にはブ0.5m耐(82.O一)63.0m吻と
 在っている。一方歩留りの点であるが、当初の神出し稚貝1る.290個ば翌年2月10日で己
 846例となっていてf非常に減耗しているが、これば附着後の成長が悪く、このため沖田し

 後Iケ月後には35系の生存率となりて・りる6次に飼育水槽の照度であるが・稚貝の殻色に差
 が現われるが、。1その成長、採歯数共に大差は潅いとしている。叉飼育水の換水については、附

 肴稚貝時に2日間の不換水によ久稚貝の律キ現象がみら仏この時のGoDばα7851
 平皿とか在り高い値いを示し和次に幼年の稀釈海水に対する低抗性て嘩瞳(815)1a
 j45で24時騨で雌死はみられ危か?たとしてい～・)
 以上がこれまてめ概略であるが・今年度ぱ3?年度迄の室内採苗法の確平から・更に幼生と飼

 育密度との関鳳.新しく餌料として使用し先3}CjOlOリ罰『ξρ効果の判定、及び各1随餌
 料が幼生の成最と歩留りに及ぼす影鶏叉これ重=で壁画に附着させていた稚貝をコレクターに

 積極的に附潜させ。る事を琴み{次に神出レ豪の稚貝が籠の網目の大きさによる歩留及び室内飼
 育中の種々の要因が沖田し後迄の稚貝に及ぼす影響等について一難告するとともに、幼生の生態
 の一環として、温度及び低比重に対する低抗性辛附着維貝の光に対する反応について述べる。
 .報告に当2.て種々の御恭簿を賜った鹿児島犬学和田清治教授及び0hCaユ。itra五一;及び
 GブCユO〃〕a・・SPの培養に御配慮分譲してい走だい走東海区水研梅林侮技官比深甚の謝意
 を申上げる』
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 2.、一.材料.及J方法
 エ)期間:昭和40年7月51日～10月29日でア月3ユ日,8月2日,8月・ユ2I日ゐ3回
 ..・の人工受精で得.られた幼生を使用した。1一・

 タ)母貝.:大島郡瀬戸内町三浦地先で銭養生レた成貝の内、成熟したものを選別レて、.一オ1回
 には等2低・..宮1個を、オ2回・には雫3個;全工個を{才3国には♀3個・♂ユ個を計♀8
 個.♂3個を供し走。次軌オー3回目の母貝は昭和37年の人工拝甫具である。

 3).国育海水:大島海峡の中央部から{=I-84容.ポーリタンク15本(2706〕で汲み上げた
 =も卑を、.脱脂綿及びNo1ろ紙にでる適し、一飼育水槽温度の±0.3.C以内になるように調節
 したものを使用した。

 .孕).飼育容器:54ビーカニ・.1.工本(55.バ1・・,.・154ガラス水槽・9本(1354),17
 ガラス水槽・I.0本(17・04.ジ1・9・タガラ・ス水槽・3本一(574)・204水ガメ・

 2本(404〕で合計45一ηと後述する水中メの90グ2本・504・1本・454・.
 2本の合計3204である。

 5j.人工授精:こ牟までの方法と同様で、アンモニア海水濃度は工/工0Nの1.2系、1.3第一,
 1.4系め3区分を使用し九。

 6)飼育水温及一び比重:7月31日の2ス4.O～8月15日の28.6.G～10月29日の

 25.8oCで、上阪が29“以上に上昇しないように水道水で冷却した。一比重は台臥大
 雨の時ほ換水しなかったのセ41525,48～2&08と非常に安定していた。

 7)換水方法:幼生の浮遊期間中はカラス・ロートにミュラーガーゼ(国際規格斑25,焔9

 〕を張ったサイフオニ・て底層から極く少量づつ(工00CC/mih)排出して、飼育水量の
 4/5を、餌料試験用あ54ビーカーは全量近くを毎日換水しね注水は損泳が終った後に
 サイフォンで同一様に静かに打つだ。附着期以後は壁面の附着稚貝を干出させ雇いように、排

 水部に自動サイフォンを付け、常に水位が一定と一なるようにした。午の際の換水率は50第
 であった。

 8)頷料:Microaユga.e50口0Qeユユダ。c+Gh・Oaユ。it㍗n目2000Cθユエ8/CC
 ○士OycユOteユエ&S準000cθユエS/ocを援糖後3日'目から与え;構貝の附龍以'降は
 二1三G卑.2q-90Ce■1/coorcy・iOOOOe!lS/ccを舞艦した。

 更に旅1回沖出し後の香水槽にはPηaeodaefyIu町81P.50～10000eユエ8/oc追加
 した。いずれも投餌は換水後あ夕方に添加した二

 9)通気携幹:夕方と夜半に木製平板でゆるく上下に擢絆し;8月.28日沌(附着直前)戸5
 肌/物ガラス管で中層から通気した。この際にも手動擢枠は行っ松率持当初から送気を行
 う予定であつ走が、水面での泡の破裂により、幼生か多数カラス蓋.に附着したので直ちに
 中止し光。

 I0〕コレクター:ポリエチレン棒(ヂ3肌/㈲をシヤンィルジムの様にナイロンテグスを用い
 て組立たもの、ポリエチレンロープにナイロンテグス'(0.5m/犯1m/棚と黒ブラシの毛
 を植えつけてマブシ状にしたも一のを使用し走。(米6図)

 u)沖串=し;パイレニ・網(肩合3・00戸と600ルの2種類)及びサラニノ網(目合2肌m)で囲
 った4焦垂の鉄枠の寵に収容」水深5椛層に垂下し走。

 工2)水ガメ:衣軌この6本分の幼生は矛工図:沖一2回目の幼生の内三。。ユ54I及び174カラ
 ス水槽から間引いて収容したもので、夫々一5000個/1本になるようにレこれの換水は

 ガラス水槽からの排水を集め、ポンプで上架し走観サイフォンで注水し、排水は自動サイ
 ー5ユ9一一



 フふンで水位を一定にした。在軌この際には繊調節を全く行わず・最高川以上の差.
 贈通で亭つ1㌔この分の秤粋ついて雌カ/g鱗予見込んで通網撒を与純.

五飼育経邊
 7月3工日、.沖一回、8月2・欧米2臥弓月一2則.米3回の人工授精により得られた劫隼

 臥初坤5型幼生で745〆土α5一(姦長)と若干小さく・7日目に10㌧戸を越え・Umbo
 期に入っ蝋中級大量の鞭毛虫類・(・1戸㍗づムシ様であるか種棉カ1発生し走
 ρて各水槽の全量近くを鋲本一し・残余の飼育水と共にピペットで新しいろ過海水を満した54
 亨一カイ移し・組との㍉」カーの幼年師幣して・再び新しいろ過激を満した飼
 育永糖に移し控え走。この際氏幼生が均一と在るよう年収容し直し走。この一運の操作におい
 ても・その後の坤生の成長・李留りに在んらの影響もみられず・申しうその運動は活発になった
 よ咋見ら帆舳・…白目頃か坤生の大きさに木揃いが目立ち始め・叉姓を過密に収容
 した・月・日分(茅・回目)ほど・その成長g邊岬員卓って粋。榊図∫、

 茅ユ図…幼生の成長

30

長25.
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 沖1図浮遊幼生の成長一○:才1回受精(玉74用巫)
 舳・甲琴糖.(二1.・・刈.
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 8月'20日は高水糟の浮遊幼生を計数したと手う一(附表丑ジオ1回受精分39410蜂矛
 2回受精分81,660.侭沖3回受糖分2Z870個で合計148。亨・4・口個であった。ここで才
 2回分の幼生の成長が非常に連れて来たので、8月30日に前述し九よう'に水ガメ.6本に間引い
 走。しかしこれは時期約に退きに先レたよう瓜闘引かれ走永糟の中でも、受精後3ア日を経過

 するも依雫としで遊泳するもの多くみら札54・昼昂に一しても附着しない幼生がみられた。これ
 らの幼生は殻長280～3王0μg大意・さに準レ形態は完全にととのへ足を伸ばして葡萄ナ
 るが、すぐに又遊泳を始めるのが観察された。それに対して同期受精の20日前後で附着した樹

 貝は・この苧には・10肌m一を越す・(1α8m伽岬榊剛ものもみら払時にポリエチレニ/棒に附
 着したもめ幡ど成育は良好のようであった。次いで壁面の幼生が良く、底面の幼生は比較的成長

 が連れた。この附着についてであるが前年度と同様に浮遊期当初から底瘤で遊泳ナるものが多く

 又その一部分に密集する場合が多がつ島これは通気を打つだ隼も俸然として続hた。そして附
 着期に至って一亨の集団のま・まで底面に附着し走のが観拳さ札多い場合牡5Cm四方で200個
 以上を数えられた。沖工回受精分の幼生は比較的肥成長ぽ良好で、2ロー日目前後で附着維貝が認

 められ、左かでも早くものは45日日延して戯長14肌例以上(4・28×争I.6分πエ〕となつえも
 のがみら帆布・照糖分の内・1鶴料試験用帆μニトの蝉は小型容器にもかかわらず
 その臓は良好で・平・明にして瀦橡を確認比・帷缶綱16'・石.肌これら?附.
 .着貝の内の成長の早いものから順次に沖出しを始め走。一文この目から、新たに比較的大き方phae
 odaCtyru工n畠Pを500ん1q口OGeユエS/doとして添加し走。しかしこの餌料の効
 果については明らか色差は認められなかった。I0月29日の沖田し完了までに9回に分けて、呂

 合計2年35-4個の稚貝を放養した。(附表11)次いで沖I回目籠坂換えを11月16日～I2
 .月一1・臨叩・回に分けて行っ淋途中で轍のため・寵分(斗・・1個)一カ湾から麟不・
 明と友ツていたので、。総沖出し合計を21,993個とし走。そこで沖工回目の寵軍換え時にIq一.
 21'6個と在外歩留り48・4第一〔但し斑35は除く)'となり、才2回目の籠販換えは2月7
 目と8日の2回で打つたが{I6,5ア4個の生存で歩留り64.5系(当初から29'9采〕とあまり

 良く.なかっ走が、これは後述するように網目に・よるものであづ走。米3回目以後は事故のために

 各籠が混乱レて、各寵の歩留りは不甲である於その総数による歩留か風†3回目寵換えの4
 月20日には5,一125個で78・0系(当初から2a3系)と在外米4回目の6月2工日4,88

 0一個セ95.2第(当卸から2.2.2男)と在っている。いずれの場合も寵によっては90一系以上の一
 歩留沙を示すものがあ久今後の籠取換えの時期一;回数及ぴ網目の大きさ等に残された問題があ.
 るようである。

 4幼生の二収容数と成長及び歩留坦
 まず成長にういては、前年劇てくらべてあ重り良くなく、管里方法.投餌量等に大差はなかつ・

 たξ思一れえ於このよう在結棄を示しているq脚工図)この事ば方3。回受精分g幼生が比較附
 κ良牟った点から、当初の1D型幼生の大きさ、つ意り、一卵の熟年と大きな関係が亭るものと考え
 られる。というのが当初のD型幼生の・殻長が75ん80〃の差があり、この養が大きく開く原因一

 と竜っている点と、今一つは例年になく鞭毛虫類の発生が多くトこれが餌料不足の原因により成
 長を抑制したものと考えられる。くの成長髪は成貝となるまでに非常に大き底差と在ち、1年後
 には約2ケ月間の開きとなって現れて来ている。次に米1回受精分と才2回受精分との成長髪は

 前述したよう肥I2日目頃(殻長I50ル前後)から大きく差が表れて来ているか、これは、逆

 ・にいうと～二の時期重てば収容数知相当に多くて兎成長に大した影響牢なかったものと考えられ、
 少くともI0日目頃のUm'b-o期に八つだ比較的強い幼生の頃に間引く必要があつ本ものと思れ
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 る。これば犬型水樒に拾けろ飼育の撃に、.当初から収容する事菰く、小型水構でU皿bo.期咳で
 過彊に収容レそれが成長に影欝を与え.る.前に移し換えるという操作抵その採苗にむらを珪く

 すち破い沸咋ると紛1る阜'こあ新しい飼離水・賜し換える事はほとんど異状がみられ
 赤い毒ほ前述レ走と捨一りであえ。この時期を失するとその成長菱は致命的とな久附斎時期は遅
 札そめ歩合り一に大事く影欝を与えるようである。次に歩留昨ついてであるか第1回受精分とオ
 .・野分の附着蛾の収容数ぽ(卿)平均で蝉が手5・・洞から川・個の殊敵対
 .し、後者は靱23.3個か身ξ3.草・一3'個ξ衣φ・。千9附者数r翁いてはほとんど大差はなかった
 1二あ事は才2阿分申附着し事かつ九幼生を水ガメ写閥引い七いる率て・これらの幼生の正常な歩
 留り.やいては不明であん次に1嚇←てカゴら沖田峨での歩邸も・前者で平均1・川低
 後1知一1・川個と祥率砕つ1傘の事は琴在の蝋管理方法として購・～…のカラス
 水槽に捨ける採苗率は1-dp個/4程摩が、ほぼ限界であろうと思われる。しかレ附箭時には
 ・。・個/似卓の附檸か.ら・弓の時卵管理有離間題が残されているようで狐(氷・
 図)扶にこ鮎の沖串し後g坤午㍗てみると・一やは雌ば舳うに思れるeヤ・図一
 a,b)。又舷料華験用あ54ビ=カーの幼年は浮遊期間中の幸の成長は良好であったのにもかか
 わら榊・図■干.沖田し後畔即が悪い執沖出し後の幼生の室内飼育に飾る調の
 内、浮遊期間申よりは附碕期年入ってからの方が大きい事は明らかである。しかしこの要因の
 弾は才2明の寵弾え靴は・その差がほと・峠幼れ角!荏っている点から・現在の縮
 法の最大の間畔鮒師期李今沖出し1軸Ψ鰯解力郎しぼられて靴といえ軌
 次卸申出し稚貝を収容レ牟節目の大きさで多そ脊神填レ医拾けるリ3肌ηの網目はα6mmの
 籠キ枠はなか?淋沖・.鯛取換れに使蜀レ師者1餅・明取換えまでに目づまかが目立・.
 ムー幸の季脅りも樗。端に悪く在っている。弓れば取換時期にもよるものと考えられるが、一との程
 陣取喫え間隔でもα叩雪.て亭?岬以上の歩留りを示すものが背通であるところから・当初の
 沖出しか川叩麟坤員書使甲すべきであると群れる“1寵に帥る収容数は・沖田
 し蒔て,{、.1蝉蜂布.・即…偶鍍が良いと考牟られる・・
 一郷翠樺用してい碓錦肋ける煽背水量別の採苗靴小師麟ほど離していカい=

 ・瀞齢しヂも“の織率は大き雄雌若τ良く琉ってい机レかし・神典レ時に埼けみ
 その最即採芦辮㍗のII6個/^1戸ω口2個/^・1ア4の102個/1-9
 州・佃/・水カノ㍗苛!の芦1個/・と卯て峨この点廊昨度も同様宏傾向を示して
 いるが・更蹄興呼紅キ坤討す舛撰雌ろと思わ怖
 特にi司二b条件で飼育管理し走水ガメ204が非常に悪いのは、.他の水槽にくらべて底面碑狭く、
 附着持の幼生の多くが下履に沈降する事から、底層で過密状態になる夫め私文はガラス水槽ξζ.
 くらぺて照輿が小さりたやに、餌料の隼理的影響を測芋すものかぱ、今後の検討に待つ。

 ・号2?一



米2図 飼育水量別採苗率
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 才4図一a  幼生の餌料別成長



 5喬穫餌料が幼生の成長と歩留りに及ぼす影響

 ・月一1・日・沖・回受精分の幼生を使用して・餌料の配合皮ぴ投鑓を換え哺育し走。その
 他の点にお・いて庵池の水繕群と全く同様に飼育管理を行っ走。その餌料の組合わせは、
 ・Mi・m・I…510…θユエ・/・・十…g…θ・・…ユ・・・・…2,…
Ceユエ8/CO

 bMi・…1g…5・000・θユエ・/・叶Cy・1市11・・P1,000・・ユエ・/・・
 りCh・Oヨ.ユ・itran8'4,0口0・・ユエS/・c

 1尋"2川・eユエ・/・岬・川t占H邊・・1川。θユエ・ル

 ;㍑lil11畿。1:練。
 として、容器は

54ビーカ□を

 6本使用した。

 な軌当初の幼

 生が非常に減耗

 し易い点から、

受精後4日目書

 てば同一の餌料

 として、MiC「C

aユgae5.000

0eユエS/CC+

 ch.1,000cθユ

 エ8/COを与え、

 5日目に各5e

 ビーカーの中か

 ら健全在幼生を
 選び、新しく5

 4ビーカー6本

 に収容して実験

 を開始した。こ

 の際に、出来る

 だけ収容数は岡

 一と菰るように

 した。この移し

 換えの影響につ

 いては、こあ場

 合もほとんどみ

 られなかった。

 まず、稚貝の生

 長についてみる

 と(…中4図一a)

 第4図一b  幼生の餌料別歩留り



 附着稚貝に守るまでに最も成長の真かっ走のは、κ&(Ch+0す)セあるが、当初に比較的悪
 かっ先ものU帥。期に八ってから急速に伸びている。叉、歩留りたついても全水槽中の最も良
 い事案示し走。これば、歩留が良い上に成長が早いという最も優秀な餌料の混合型を示している
 ものと思われる。次いで成長の真かったのはκf(Cア)であったが、これはU帥O期以後自覚
 しい成長を遂げた於観察によるとUmbo後期に至っセー鑑死するものがみられるように衣り、
 附着後に衣ってからも比較的大きな附着稚貝(工～2伽一).の難死が目立った。このために、そ

 の歩留当は最低となっているら～二の原因についセは不明である狐この麻だけでGyc1ot・eUa
 sPを餌料と。して不適当と考え手のは早計であろう。次いで成長の良かったの臥κa(M+⑳
 である。これは現在の飼育技術に釦いて、・投餌量の基本としているものであるが、当初はあ重り

 良く在か?た年後半に拾いて順調在成育を遂げている。これに対してその歩留りはやはり前半た
 悪く、附着時は真かったが沖出しまでに相当に落ちている。次にκb一(M+'Cy)であるが、こ
 れの成長はほぼ中庸を示しているが、その歩留りについて風κaワド槽に近い良好な値を示して
 いる。'次いで、κG(Gh〕であるが、浮遊期間中の戒畏ぱ'あまり良くなかったが、その歩留は
 最高を示し光。しかレ附着する陰に非常に落ち走が、附着期以後は比較的良く留っているよう
 である。最後にκθ(M)で彩るが、これの成長はあ重り良くなく、浮遊期間中の歩留りが非常
 に悪く放っている。・と九まで阻CrO-aユ9aθは額料の基準として使われて来たが、この焦で今

 一度の検討が必要と考えられる二
 以上で、その稿料効果としそあ判定の一際に最も問題となるのが、一通常は成長の良否によって決

 定されるのが普通であるが、しかし採商という事比なって来ると、むしろ歩留均の方を重要視

 しし広ければ涜・ちなくなって来る。無論成長:歩溜り共に良好であるものが理想である拭成
 長を良'くする徒め。に投餌量を増すと、歩留カが悪く友って棄るという点てあみ。そこで今回の場

 合に対しセ、三明らかにい流る事ぱκa水槽のgh2,00Dヰg/1,000というものヂ良好であつ走と
 いう事であるd叉、一κも水槽のM.10,0010という京に?いて咳)..学旗ではその効果があ重り
 良く広く、一むしろ、U帥。期一までの餌料と一して反映・その後の少量の添加という一点で重要な意味

 .を持って来るように考えら枠る。ChC2ユ。itranSについてぱこ一これ一まで単独に投餌した場
 合が宏かったので、・今回め実験だけでは決定山菜ない拭いずれにして一も今回の場合は、単一餌

 料を与え走もqについ寸はi何んらかの要因が幼生に働いているよ一5に考えられた。その原因が
 投餌量か又は、残飯に上る影響がば不明である6

 6幼生の温度及び低此童に対する低抗性
 これはポ換水の際に新しいろ過海水を注水する場合の飼育水温一との混度差か;一幼生に及ぼす影

 響や飼育水温の適温範囲等を知る上あ参考資料とする定めに、U皿ミbb初期及び附着直前の幼生を
 使って簡単な実験を行っ走。一まず、極く薄手の(φ5C例×IC功シャーレの中に数10個の幼生
 を少皇の飼育水と共に取り、これをバットの中に浸漬して、昇温の場合はヒニターによか、下降
 の場合は氷を用いて温度変化を与え走。幼生の状態、は所定の水温に達した際凪'素早く鏡下で観
 察し直ちK、バット.の中へもどして守再び温度変化を与える方法を板つ走。このために、高・
 働牝湿域で若千。温度の上下があり、幼生に対する連続的在温度変化セはぜく、'波を打つだ湘婆
 の温度変化と云っている・が“その叢停止ひ3.。O以内であつれな紅幼隼の活力の判定は二そ
 の遊泳能力・穀の開鰍斧足織毛の運動等を基準としてこれらの連動捌亭止レた申のを牢死と.
 し柘この実験に供した海水比重は(ルI5)25.42てあっ走。㈱表珂a,bを参照)

 壱ず昇温の場合であるが、いずれの幼生も犬養宏く、上限42～4毫%で鑑死したllえ、いず
 れの場合でも、30%附近までは大して異状在く、35.C附近てば運動能力は最大と在久
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 それ以上では次沖に低下して来る。その後、室温に復帰したが、回復し在かク島これば成員.の
 上限が40"としている点て10〕それよ力若干強くなっている。次に下降の場合である秋

 2}.。Q附近までは目立って異状も認められなかったか、20oC附近で璋常ならば遊泳してい
 る幼生は、振動等の刺激に対して敏感に反I応じて閉一鼓するが、これが鈍く在って来た。更に16

 .G附近で浮上遊泳出来在くな仏1I.C附近で大部分が閉殻したが・更に弱ったものは今度
 は閉殻能力を失って弛緩して率だ。9%に拾いては、千の大部分の殻が弛緩し七わずかに織
 毛が動くρ綱つ柘又一部には織毛の一部分が停止した仮死状態のもの現弘一6～で、この
 繊毛麺銚帥めて微弱に哀い川の最下眼でも・繊毛の完銚停止す子ものはみられ衣
 か?ねここでシャ㌣レ壁を通じての冷却のために・これ以上低下し衣かったgで・ここで実験

 を中止レ室温に放置して拾い走が・その4時間経準して観察したところパその大部分の幼生が
 ほとんど異状在く浮上述洋していそのがみられた。こg時の水温は2&2%であつねこの事
 は成貝の下限が9“～ア。Cに対して川より強い低抗栓を持っているよ一う・で.}。る。冬期に奪
 いて工8.G台までしか下ら奪い当水域において、非常た興味ある結果であるがぺ更に握温水槽
 にょ久長時間の各混崖に対する低抗性を検討す.る必要があると考えら牝る。
 次に低比重に対する低抗性牢ついて、沖.3図分のU舳。壊晩生についセ窮衰を朽うた。

 塩素量I9-04鴨の生ろ過海水を純水で稀釈してぺ8本の14ビーカーに所定め濃度に.したもの
 を滝レ、、(米1表).香水槽に150個宛の幼生を収容しね幼生の観察は肉眼に拾いて、ビーカ
 ̂内の遊泳層について・鏡下で・その運動能力・殻の開閉、斧足の弛緩・胃内の回転運軌殻色
 等について観察レ織毛運動の停止し先ものを麓死レたもあとした。な軌この実験中に卦ける
 水温ぱ2μ%～278～で換水、投餌は行わ在ふρね㈱表yを参照)

     オ1表・各水槽の設定比重・※塩検

     当初比重.復帰比重
     .※C4。!。外I5※G4胎狙王5

     I.一工904一25-52ユ90、25.52

     ・2.・IZ6423.58190425.52

     3..I6-2722.381904.25.52
     41468ユ948ユ90425.52

     5一13.29工Z5618.9325.48

     6..11.62一15.2618.8825.31

     ア.lq.59I3.841&8325.24

     8908I1.ア5エ8.8325.24

 .実験開始直螢に赤いては、対

 象区脇王)を除いでは全て,

 の水槽に異体がみられた。特
 にκア8は全個体の閉殻がみ

 られ走。4時間後には、一κ1

 2.3はほとんど正常にもど久

 庇4I5,6は、鏡下に拾いてほ

 とんど異状はみとめられ在か

 つ光於'大部分が中層以下土

 灘泳し浮上出来在かった。
 烙Z8は当.物とほとんど同じ、

 状態であった。18時間後に

 はは、盾ユは異状はなく、一κ2,3で少数g浮遊困難な偏庫が現払.筆寺に成長の良い個体に多くみ
 られた。κ4.5.6は王よりぱその運動能力は若r=落ちる声、当初よりは大分活発に在って来
 光。雄zでは、約半数が爵毅し、遊泳を試みるが全く浮上出粂尤ビーカーの底に按.して、わず

 かに回転運動を行うの争てあっ鳥ノ組8に拾いて・閉殻した個体の中で一協の綾毛運動が停止し
 た個体が環牟て来札しかし麓死←走個体はみられなかった。24時間後に寓κI・2につ
 いては異状牟く、一κ3でほぼ2/3。の個体が表層まで浮上し三この浮上した個体は、活ガその他
 の点で伽一寺不動がつ柘κ・アは約千数が浮上しているが・これら脇1一よ脆若干鈍って
 いるようで李つ走。I次いで・庇6キ氏二螂鹸が表層書セ浮上してい牟が・一派冒半数は底面に沈
 下したままゆるやか左回転運動を行う。ノ妬7一,8は更に運動は鈍くなり、わずかに移動するだけI.
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 .である。・ここで殻の色素が薄く牟って幸たが、驚死したものはみられ法かった。42時問後にば
 ん1,・2,3・4でほとんど異抹が認められ左かった。κ5一に釦い七も、表層に浮上して:いるも
 一のが10数個涼認められ走が、この個体群はほとんど正常在状態であつ先。地16に拾いて、一都

 の=野李蝉.亀の薄れて来たものがみられる林反面正常な個体も数個体、表層に浮上していた。
 届アは年床に琴色が薄れて来たようで、浮上出来ず、わずかに回転運動を底面で行うのみであつ
 や廊は那.大声粉の個俸が職1い部の個体力1わずかに濁するのみで・その雛は全
 く消失レ三しまった。.しかし織毛運動の完全に停止したものはみられなかった。70時間後に
 は堆L2。、ニラ=,ミ4にぎいてぱ異状なく、。施5では、その2/3以上の個体が表層に浮上レー
 部の個俸で殻竿苧蝉公的に薄れているgもみられ烏κ6では42時間前とほぼ同様であった狐
 呼鉢が難漬排φそいるのがみら帆届・てば・始めて数個体が中融で浮上してい
 走が・ての皮布1.響色の莞杢に消失した個体が一部の偲体にみられた二κ8では、始めて繊毛運
 動が完全に停止一レたキ驚死}個体が現れ始めた。
 ここで、再び生一海水ρ4-19-05を満したビーカ8本に各水槽の幼生を移し揮えた。この幼生
 を移し換える操作で、.こ柞さセの低ヒヒ重海水が若干混入した。この移し坪亥た直後に拾いては、κ
 三,2,3ではほとんど。異状なく、この点てば低比重へ移し走場合より一も、・強い低抗性がみられ
 た。届4では、.一部の個体沈下したものがみられた他は音大部分が正常でIあっ走。.蛎5てば{一復

 帰戸前とほぼ同様であった。ノ瓶6てば一部の個体に再び閉殻し先もあヂ争られた他は、復帰直前
 と1琴争ま同様であった二雁㍗ぎも復帰以前と大差はみられ衣かったが、κ8に拾いては薙死する
 個体秤増えて率だよ負セあら、た。復帰後2時間でばん1・一2・3・4ではほとんど異状なく・
 一妬6,一6てば表癌'まで浮上するものはなく、大部分は中層を遊泳していた。しかも席6に沓
 いて一.締めて少数の鍔死がみ吊れ始めねκ7で二都の偶糠は開椴して・底面をゆるく回転運動
 するもの声母られたが、蜷死せるものも多くなって来た。届8では更に鋸死するものが増えて、
 生存してい声も一のも、わ女か手織毛運動がみられるのであっ和一8時間後には・κI・2・3・
 …の一部の蹄を除咋氏その大部肋回復したが〕肌岬1・一殻色の薄れ先ものが
 みら和た。卒・・。、アでは→の個体で表戸に浮上するものもみら払・これらの鰍ば割合に運動
 'は活発であった。庇8では、ほとんど回復する様子はなく、鋸死が増加するのみであつ走。22

 時問後では、盾I,2,3二一4では夫々少数の麓死したものがみられ走祇..その他のものは全く
 異状が粋れ帥牝准・で脚断亨る個体が現れゼ卿ぐ矢部分異状在/回復船
 ら仇κぺ7では・正榊ゐ{みられ砕鍵死する偶牢が増カ1←不粋。岬では・表
 厨まで浮上柵坤は全く衣く、、部の個体セ・かすかに回転運動宰行三成木部分轄死し札
 g一・時間後の最終的綿蝉の生脊偶体数即仙・傲κ・㍗/寧・妬・で1・低κ
 4で争4個、κ5で手4風κ6ゼ37低κアで旦9楓烙8セ6個と在久対象区の生存率
 印・弟としてみると・肩・一卵ノ・き一…第・舳一42案・坤一23第・届6一
 ・・第・妬1一・恥伸一!㈹咋俳・図)
 これでみると、蛎1,2,3てばセ若干の鋸苑がみられるが、実験開始から一92時間もの間、観.
 水、投餌を打っていないので当然の事である。κ2.3まではhその歩留りも良好で、κ4,5

 6,7,8では、夫々低比重に対ずみ影響がみられ、特た砺8に拾いては、わずかに6系の生存
 ・率であ瓦しかし反面、比重(円5)工1・75の海水中で70時間経過しても、6個体以上の

 生存がみられたという事もいえるのである。又届3の比重(皿工5)22.38に拾いても当初は
 若干のショツクがみ.られたが、アロ第の生存率を示している。

 以上の結果から・U帥。期幼生はヰ重(N一亨)2Z38まで風短期間一(3日間、ならばi一
 応生存が可能と考えら払更に比重(杜工5)15.26までは。か在りの低抗性がみられる於

 一52ト



 比重(ユ5)158千以下ではきわめて短時間しか生存出来な・いであろうと推察される。。・
 な糾単痘時間に套ける各低比重潜水が幼生を撃死させる点について、更に詳細在検討を要する
 於しかし当水域に赤いて書天然た母貝が棲息する.(水深I口m程度)ところの海水比重が一(
 0し五5)24台に低下する事底まず考えられ広いところから(定点観測を参照)、.マベ幼生は、

 通常の場合には安全国肥いるも

 のと思わ松前述した温度に対一

 する低抗性とを考え合わせると、
 アコ十ガイと比較した場合に1σ)
 11〉12).13〕.温度に対する低抗
 性は・熱帯性の貝にもかかわら

 女、意外に強い低抗栓がみられ
 ・る於jその低比重に対する抵抗
 性は・一きわめて弱いといえ.よ㌔
 この結果からのみて、半。断を

 下すめは車計がとも思われるが、
 マヘ生息分布を規制していると

 思われる要因の内;その海域の
 水温の下限劇屯.比重に拾け
 る下隈の方がより強い要因とし

 て働いていると考えられるとこ・

 ろから・冬期の水温が奄美大島・.
 よ.り広一着干低下する鹿児島海

 域でも・.高餓な外洋性の水域に1

 面レ刷用の流入がない所率ら
 ば・マベの生育は十分に可能と
 考えられる。.

 7附着器材としてのポリエチレン及びナイロンテグス

 麟器舛としては・こ畑でスリガラス馴脇一サラ鵬一ミュ㍗ガーゼ・カキ・了榊
 ガイ等の貝撰等でこ・簡単在実験を打つだ於決定的在ものぱみいだ・さ・れていない。そこで書ず、

 附鵡紐して問題≒なる純小型の飼育鶴で・投餌後の夜離蛛であるという点から・・
 水質を悪化さ喜るわなもの(植物摩繊維等〕はさけ京ければ広らな一dそこで考えられたの於
 合成樹脂率の帯林であつ走が、伸々適当尭ものか入手し難く、.ポリエチレン熔接捧ゆ3m7旭)
 とナイロンテクス皮か洗漆タラツの毛(黒色〕を用いて、ジ†二・グルジ台及びマプシ状の毛のを
 自作して、水槽の水面近くに垂下し、一その附着状態、を観察した。休も図)I、・・、

欝5画  各低比重に対する幼生の歩留り

 但し42時間後元海水に復帰してから
 50時間後の時
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 マプシ状コレクター.ジャングルジム状コレクター
 才6図コレクター

 'まず、コレクターの効果について風(オ2表一a,b)幼生の大部分狐'壁面及ぴ底繭に附

 着レロレクターに附着した分広1・5～Z6系に過ぎなへ1=の点では・より積極的に附着さ一
 せる事については失敗した於コレクタニに附着し走稚貝は、壁面と築広垣ほとんどその移動や
 麓死等が少かつ先6これば、艶底面の附着時から、沖申しまでg歩留りが約40考であったの
 に対して、コレクターの稚貝のそれは今界第逗くの歩留りを示し、特にκW(・1.54)の下フシ
 状コレクターの分は・水棲のそれが書5・2第に対して.8&3系の歩留りを示し七い乱文水カメ
 45～g04の間引かれ足分が、油蝉し時に、底部牟宇昌gO～7P0〃の附潜穫貝の舜殻砕多
 鉦にみられ歓対し“のコレクタプは・・.手近!卿鋤を示し伽帥に大き
 さ∴型の異っ丸2種類のコレタンーの差につドそ氏÷フマ状コ1ノクターの方が有効であっ牟狐一
 これ風そめ附着面蘇一.、幼生の遭遇すそ割合いや附斎繭の差異等を考慮に入れる必腰が奉る。次
 にマブシ状コ・1ノクター炬よる.3種類の繊緯につりての差は{きわだったものが宏く・ナイbンめ
 lm/肌のものが愚かった紙一こ=れも水槽によって異宏り、この場合基質や太さキりも、むしろ
 幼生の遭遇率の問題ではないかと一考える方が良いのかも知れ幸い。いず卯にしても。この上5意
 簡単なものに平均40個(ジヤニ・グルジム)か阜1・72個.(マブシ〕の附着稚貝を得られた事伐

 附着初期～沖田し㌻旅I回籠取換えまでg一連の飼育管琴の芯これま干押出し時に。壁面から
 功生を蝉レ蹄に収容していたことからト稚貝数が多くなg締g労力と幼生に与え磁響等
 の紙冬幣鯉在って脇附即沖出し迄の李馳につらてポ.この峨コレ.
 クターの構造を更に改良する事によ久夫き次期待が持てるものと患わ牡る。

 _R『1__



           「I1一;養器て当初附首班沖田し数
           Bノ五D/CC/杜1D/B

           ,{看:小量I一水構合計斜コレクタ唯.水瀞合計C)コiノクタペ功
           1wI72,244個.58億2硝67鞭55個字2案300男9斗8ンら
           2、τ“舳王ア3,工9849151,口5045{・3328918

           3砥工72,五ア2工2王56・1,734ID9・6.3ア責8390ユ

           4ρ50『(78)}(347)(69)1(129〕…}(8S4)

           5'E45一(146)一(60王)(I23)(2α5)■1842)

           合計5IZ6142283幻3,手572096.0454917
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 才2表一aコレクターに附着した稚貝の歩留り
 上段:ジャングルジム  下段:マプシ

            容一群・マブシ状コレクター沖出し数一'

            κ水計ナイロン0.5榊・イロン1m椛黒ブ㍗0舳mポ.リ枠.・輝
            61I15・140個4ユ個292声20個I伸1.6個工1。63欄45梯
            7・皿.152153214944一205ア9367602ス9

            ・8一1V=15I6工5q31JI9.工個29醐..63郷

            合計45・5工一6.王2323B83一王6五一工2424工1863ω

 才2表ｂ繊維別の附着稚貝の歩留り

 8附着稚貝の光に対する反応

 附着後の稚貝が照度に対しての殻色の差異については舳前年塵の報告がある。..'吃ごて附.着した

 稚貝の足糸を人為中に切り離すと、一直ちに足を出して飼翻する事から、この性質を利用して、光
 に対する規則的雇反応があるかどうかを知るために。次のように実験を打つだ。
 (沖ア図)



 )ゴ;μ二紙 附着稚貝  測定用ガラスパット
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 第7図装置及び照度.

 実験は10月I5日㍗1ア日で、実験に供一した稚貝は、・最初の3回は実験の終るたびに取りか
 え、後の3回は、同一の稚貝を継続レて使用しも照度については、あらかじめ測定して拾き、
 これに海水を満して使用。した6'この実験に拾いて、最も問題となったのが一光源からの熱により

 測定用バット内の混皮の不均一であったが、途中に流水旛を入れる事により、解消した。しかし

 微弱雇熱線の影響が考えられる事を、あらかじめ申し添えて奮く。な軌この実験は暗室中で行
 へ各水槽から無作意に販山出し走附着稚貝一(5.3土1.2m肌)養所定の位置におき、直ちに
 実験を開始した。中心に向って葡勧するのを十、遠ざかるのを一とし、一応その速度と方向はI考
 慮に入れ牽い事とし走。文移動しないものは0とした。(オ3表)菰捨、実験中の水温は2a1

 一『33一



 州・ら・・ザ・であったが・鮒鮭の駄ば・もダ・で・・…/肌・・1を示した。1
 由の菊鍵は稚貝が揃鰯し在く在っ走所で終ナし走二実験に供した附着稚貝数は32個である。

 才3表附着稚貝の光に対す宕反応一一一一∵b:点灯.※:消灯時を除く
 O:消灯・一一

         照度2.5Cπ巧40Lux40Lux
         個体一aわ一C吐・θfgh10Cm20Cπ
         光源時障I主る45678
         ○h一“一一一一一i十}5○1卜α5m'一一20
         O一工σ''一十一I〇一〇〃一一I十'0

         ○一工ぎ一一一.十斗1一O÷157斗一十一一十十3一'一^3
         計一I一ト2-1-2・00+2一5○一一20・一一一'2十十十一一十3

         58日Lux、○一25・一十一一I一一一一一'4
         5Cm○一30・日}一'一一4

         ijkユ皿nolP計0-2ロー1一3一ユー4-1-2目8

         ○.日05・一.十十.一一十0O」35"・`」1一一十一1
         O-10"十一一一一一2○一一45"一十..十I十十工

         O-15"十十12○日55〃o一十0

         計一1+30+10-2-2+ユ0Q工」05"0十,十1
         ＼・.

         ＼240皿目x.計十10-10oq卜〕十2十1         10C椛'`02-O口"一十=ト斗1十一0
         qこStu-1VW・X02」lI5・'一一1十斗1

         .○一05"一一」」'一1'Q2一戸5"}一一`3'一         1.白2
         ○一0"0○宕一事5・^一一r30

         ○二15・o一計一3-2-2+1一6』1+十1-2一工
         計.00,000-1+I-1一I合計※延I52回0:・84,十22,一6・'一24

 ・Iこの結果であるか,個々.の個体について味その反応にか在りのばらつきがあり、そ⇔個体差と
 一偶然性に支配されているかのようで寄るが、香実験の総計をみると、沖亨回の(40…・ux。区〕
 消灯時の(照度0Lux)の一十1を除いでは、0もしくは十1～一8と在り、その割合は。点灯
 時の延152回の肉動か衣かった場合が84回、中心に近ずく場合が22回廿遠ざか4場倉が
 4チ回。となっている。叉、照度()差による規貝目的な反応はみられず、最も呼応σ)弱か⇒走のは
 '240Lux区の点灯時次いで消灯時であっ走。しかし、今回の実験てば、1回に供する稚貝数
 が少なカニつ牟ので、.1寧率性も多分に考慮に入れ鮒媒菰戸榊レ叉装敵ついて昧源から
 ・の1鰍師して鮫す亭坤:坤と壕1っ払更に識蝉討奉行わ帥れ触ら赤1・去今回の

 一窯㍗㍗㍗趨㍗r㍗かと㍗㍗雛止
9一要.稗.
 ・1曲.4・年・月・咄坤祁・・年1・月・・.肌約七鯛縣大島郡瀬戸内幸丁古仁

 屋の県本試千島分㍗枇ゾア子?↑㍗締て㍗たってll∴型
一53一;一



 水槽による高密度飼育に歩ける、幼生の成長と歩留り及び沖由し後の歩留りについて、各種餌
 料が幼生の生長率李歩留洲〔卒ほす影響午9いて一時に～二の中て・今回薪たに使弔した0yc卜.
 ote11千;P一についての餌料効薬の判定、又、二・ヲレクタニに積極的に附着させる詳み・室内
 飼育中の要因カ1沖田し後の稚貝た与手る1碑び籠g網目が粋し稚貝の歩鋤服ぼす影響
 等について試験を行?和鋼育水量総計7ア・ア手(正常飼百分一5ア4+排水飼育水ガメ320
 4)で沖串し弾員数は2合354便一(24・333個十字・02I個).であ火その探苗率ぱ3司.
 個/3(5-3個ノ4～6佃/4)てあっ.た。
 a)高密度飼育に去ける、幼生の成長及び李留りについて怜J74.ガラス水槽スぱ154
 カラス水頭に洲て・附肴師卿て曲率ぱ1後者の・タ倍以上の雛靴・(平均・…
 個:3・635働I2日頃まで氏その成長差はみられ率がった。しかレ前者てばその
 後の成長があったがきわめて悪く、又附着する日数も長く広っ苧。その歩留㍗⊂ついては
 その附者数で・触納・一1・個に対してF後者はゑ…個と。叫.・.手・第:仙曼
 第であっ夫。この事は取寄数の多寡による差ではなく、この程度の容量の水槽に巷ける限
 界であ砿更叩離の糟りが・瀦で・ひ4卿寸して・後者が3岬と木差な
 く、抽出し後の歩魯りについても、両者の差は、ほとんどみられない事からもう抗ずける。

 ♪)各種餌料が幼生の成長友び鋼留力及ぼす影響については、Microaユgaθ,.Chaθt

 OoθroS-Cuユ。itranSに加え、新卒にgyolote〕aSp、を加えた3種類を8
 一通り仔組合わせて打つだ結果は、そg成長及ぴ歩留り共にCγclote〕a。一sp.2j000
 とe1■S/co+gyc1otHasp・'・000cθユ1S!ccの水槽が最も優秀で・特に歩留
 岬点セも・・当初から附細で㍗声第を示し・沖田・しまでに…川・個川の
 坤り.を示して{最も葎かったの肌・m・ユ・ムθ・叩・・θ・ユ・/・・の水
 槽で、成長も非常に悪く、歩留りに?いても、。当初牟身附着までla-8第で、沖出しまで
 に4.9第(25個/4)の歩留りと在っている。次い瑚。10舳門卵.の効果左して

 は・・さ々串丁有効であ?たが・0yclotterasp!.2・OOOdθユエs/ooの水構で非常
 に車い成長を示し走にもかかやらず・14日戸{200μ前後)頃牟ら・幼生の成長の早
 いものほど鑑死せるものがふえ始め、沖田し時蓬続い走結果、その歩留りは2.6第(16一

 個/')の最隼を示している事から■。その投餌量等に問題が辱されている。
 o)コンクターについては、附着から沖田し時までの歩留りを上げる事で大きな効果がある

 事が削り、'水槽壁面の附着稚貝の歩留当が、附費期中で平均3.a4案から45.4第に対し
 .て、一β9ア声.からg1・ア実を示している。叉.3種類の合成繊緯を用いて附着率を検討した
 狐その種類一及び太さ等・よりも、幼生の遭遇率による差の方が犬をい.と考えられる。なむ
 こあようなコレクターを使用する事にょあ、沖田し時に拾ける労力や幼生に対する影響等
 の点から、きわめて有効であると考えられる。

 a)室内窮背中あ要因が沖田し後の稚具に与える員機については、その後遺的なものが残る
 のは・オ噸徽換え削以前までと考えら仏オ咽目から沖・醐去での岬
 が、.餌料、容駄.飼育管理等の養に.よってほとんどみられ元い事から推察される。
 次に収容籠の綱目が沖田し稚貝の歩留りに及ぼす影響については神出しか亨才I回籠取=戻
 え時声での間は(42日～57日)α3m肌とα6m椛とg聞には大レた差はみられ砿い
 が沖・1回目から米2回員重での間では(57日から83日)013m椛.の自今のものが、極
 端に減耗している。ごの点から、才1回目までぽα3椛mでも良いと思われる於一応
 σ6帆机の網目を使用する方が無難であるo



 2マベ幼生の生理として、UエロbO初期及び附着直前の稚貝に対する温度及び低比重海水に対す
 る低抗性ヤ附着稚貝(5.3±1・2η用)(り光に対する反応について実験を行っ札

 a)温度及び低比重r対する寧枕性につい。そ中まず温度の内・上限については・42.C
 から4.3.Cで繁死し・下限では・4・2.Oに鍬(ても携死しなかつ牟。これば成貝抵
 上限で40『Q、下興で9～からア～1q)に対しくより強い抵抗性を持っている。
 次に低比重に対しては、比重(5I5)22-38章では短期間(5日間)在ら。ぱ、ア0完
 以上の生存率を示し、比重(ふ15)13,84以下では20第以下の生存率であった。以
 上の事から、一マヘの分布を規制している要因の中.で、水温よりは鹸度の方がより一強い要因
 と云っていると推察した。

 b)附着稚貝の光に対する反璋について弘光に芳して負の趨光性を示した。攻抽この点に
 関しては、更に詳細菰検討を要する;
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 附表・I附着稚貝から沖出しまでの歩留り

              水構水当初A'附着A附着稚貝(個〕一神出し稚貝固).
              κ量収容数直前膵画一.底面計BB/A矛咽才2国才3図言十CG/自G/ム
              正17」顯6口6832329ξ016・62工o8421ユ661,625539o54
              亙王7一3,幽O6592脚93,5口8%44825985王1,138一32231』]
              口17一3610ア692石66343595212450'328942ω.24-8
              w17一=邑0605871,役42211ア233917849工7083㎜23ユ
              v1ブ一手鼻90一2371,3151,5525373230I475808521286.
              v1ア一4250一613.1,あ!224452868工5944667330口ユ58一

              種17一4算902572%I3ユ98728・831378301月50328239
              U17一2580β49ε232〃2912123.8767351,73480ユ73ユ
              x1ア3綱09382声333,3万983228192X一一'              一

              1ア6軸0一一一66一02600768一              一甲11ユ

              ・計(輔一η0釦5,1346,1981弱6ア344432ア6154268β3040429ア
              ②.

              脈カメ)205月00一一一工4400一414一              一'83

              1

              正15一4力5077926093鯛88861731,09!一1μ4352312
              巫I5I1,45067425763,0402661501月24'              一1,67455王146

              w15一91006調2β192957325I8556I一74625282

              V1528604982属7ア25ア5簸97・跳1一一              一95837297

              '

              15i兄35口55ア3647420445026一。              可1ρ66一1,四226011フ
              1510β00一              孤.一145469一614一              一'5ア

              ㎜15Z8口04822β78弱5042912I郷一              一7562259ア

              xI5一8550る72暑279395146292650一74218B一8。ア
              X15一570061622302関6498IIコ.12ア5一1,384蝸8243

              計(8本〕^65脚.牛。91621〃52650140295565951,066一8.61632513工

              3

              A9o一5P00一一一一一140一              一一工40一28

              B905P00'              一'一一今03,一403一8工

              一C505P00一一一一34769^              一一347一69

              D505P00一`一一206一              一一206.41

              .E455P00は一一・'60型鰯一一601一              一工2口

              F4R5口00'一一一32斗一              一一324一65

              針30ρ00一一.一一2P21一一2021一67
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 附表工の続き

               水槽水当初収附着一附一着雄一一具数浄一一一出I二'ビー'稚'I倶I数
               妬量客数A'直前ムε顛底圃計BB/A・・沖嘔沖2回オ鋼計G顯弘サ金'
               一(ユ)工9一.1β沁工88一9281,u67292ア2886一1,158工0王757■
               剛I9一2P40一38里1β711,952・957194200一39420ユ193一

               (3!19一2β50.ア08、他7225鉱835673I5一382工6ユ1引一
               白畑ソ)20一4450一一一一41ユ42一一183一41.1立
               争53ρ00ア20r`.ξ298Z452u3.o165262229島
               1〕527501,伽..'一81458621427'4485503201著3
               C5靱001φ00一一467月一255243一29863B186字6
               年・52鼻001,顯一一99ア75332431一一465464540曲
               θ一5、2貫50480'一ユ723583094・一124720258童夕
               f53020840一一6217392455'7912.ア94皇6

               優)一5..一520一一一一84工I3一Iη一399一

               (珂546口'一一'37I77一214'4約一
               (土)5880一一ア3583525354一3594BB408'

               (j}51800■.一一一一41.269■310一388一
               律〕≡。5.】'一】一一4I30一一54一一一一
               計(鋪.j7二22貝6400.一3ア0057B2141雄3一1β77426246一

登
 こ:さご固嚇、串=…=数

 ・一附表  I附着稚貝の沖出し後の歩留

               也寿嘩室内。歯音粥神出し沖I固寵坂換米2回寵取換
               容・一器永I量月日月日偶触縄日鞠躰紬月日生鈍一晩C/A
               ユミュラニ籠一一31軍一27123O.6xト“54439一2I-754工00439一
               .皇・一I.～x・.一.i7..き1"738O,6'μ秘・与鋤2'ア0,83395
               ∴3水十文十耳.2功5一.2X-42980.6・一'一551852・f一
               .4.巫十xI。亨22420.6.∬ア83222.グI33               "100246

               5・〕V+慨.152'306口.6〃I394542"I3295043ユ
               6Vギ亙十河.152"2680.6.〃16963ユ2"10ア633399
               7I一172'421眺"1665%2"旦63982587

               8耳十W173工'4170.6"1565ア42〃.I36872326
               9V+1曲1ア31"4380.6'2口647逼2":9I92.ア;136.
               1口班.二.工7.31"450江.6'ア3162.2〃63863140

               11v・十玄工731'261o.6.I∬。16663るO.3〃34205衛0

               12.醐一173工一旦420o.6"100238o.5"五61棚380

               13㎜1731"4060.6"〕233臨2〃H5929259

               14㎜十.一x1731"2429・6"工978142"}ε38黎ア56

               三5a斗ぺ・トh5工2Xr54口5αく'1844542〃I61984447
               16工・十2I9工・2.可4660.6∬344738o3.〃2～ω4ア

               173'十本.1901r2012"1OB眺〃585町2'5i1口0537



附表  .五、堕着稚貝の沖出し後の歩留.
               ^一一

               神出し沖工鴎甑換=才2周籠取換
               日{餓A講損月日鞠B/A毒覇月一日生存CC/盲C/A

               18A+D90σ⊥一50一ト!25紬眺Xガ玉7..335%803亘一764工91184
               19B90「〃4030ム牙15目37122"14395335

               .20C50一'34706〃20659403〃40一1脳I1,5

               21]…145一"32406〃工895832"工63862団3

               22vエア3Iκ600○ろ〃工995322"'164一8242ア.工

               23丑45'"60103"1232052〃I1694章193
               241I912〃88603〃3263錫2"29791王335

               252+31912"5ユ503'一12424ユ2〃u6935225

               26水十水202                12"54206Xur9。4ア58ア6・一2"417一878769
               27a+o+θ.5I2トI845006"1954332"1678弘3万

               28圭512'.坐7眺"551292"3461-881]
               29d512'431砧'ユ27四5・2"H2一882260
               30f+i+k512一'5I906"2474762"206834397

               引9+k+丁5・I2'5590.6"1372452"工228町218

               32X.I52X-22一跳40る"2893342〃203ア02.234
               一33皿I52〃65006"一5ユ67632〃4;486口・細3

               34慎一15‡'63506X士H34677352"3u666489

               35遜I5一2〃87806一一一一。"エ06I2工120

               36亙i52X÷2495王06X11-13508萬4傍II-L675I4879
               37.叉152"1β09口6"一一5王13苅2〃一21041ユ1ω

               38V.工52'跳1眺752亘.6052σ3ア1712430

               39v152"仙6606

               40I+亙1アσrI531                2X-261β0603

               41I+亙一7qrI53王〃                21P66・03事故の為沖I回を待たずして流失
               42亙1731"43203

               犯]VI71"49一03

               44v+田1ア3I邊2958403xlH31742952亙一8u9鎚420ユ
               45w一I73i"船0踊〃・618ア4503"253409304

               46立171'44603〃5I069503'14245831B

               47.wユー52〃400口6一724862003."工465服3ア。

               48xユ7ユ〃能606〃39462夕.2一亘一385972一6価

               総合計一一(。鰯)一10寿16455.」65ア4649怨.9
               ㎜帖
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 附表皿∵a昇温(米3回受精分)

          経過鮫遊泳能プj.穀の開閉鰯          時間時間温度遊泳能力穀の開閉
          →628ユ十十十一.哨2欄十十十
          _0/2瑚十.十一十一一〇2舶十十十
          →/30ユ十十十一20.300.十ト十料
          一2731ユ十一十十イ。31ユ一H一十.一十
          44322.=十十壮一犯320。朴十一十H一
          42333料十十ト{o弱。1。.十トト十...一H+
          →3必什十村.H0340I-H一十十ト.
          ト0353糾十件11-l135王料十料
          H6362冊十糾1-22362十十科
          ト23M.井.十井1→ゴ3Zl一十十十
          1-32調2一''}一0'38J.十ト十科
          1-423%一'一一一一1→o39工。十H一十冊
          1r514022一一00'40ユu          一一一■一          一一一一一】一

          帥'41ユ2・→O41ユ一.一…一'          一一}一一一一一一一

          ト皮422』20421'一一}一一          一一一一一一一一一一一二ニ・

          μ536フH043ユ`一一          一一}一一一】}71r一一一^一一一.

          Umψ期幼生3一一0ユ一36」〕一^一^一一一          一i一

 附表Ψ一1⊃降温
 fuユエ9r期幼生休2回受精分)

          一00280,一丁、1-2ぎ15D一一          十十一一一一

          r05261〕十十H71撃一一          十'一一一一

          一10'25口十十十lJアIlp一二十一'          一一

          一工5240十十十ト5510P一一一一十・一

          一2ゴ230十一十十H59o.一十十■一          一一一

          一2522P十十十ト1280一十十。一一          .一一,

          →ア21P十十2H7Z0一十十一一          十一一一

          一452卵十ト2362十十十一一一          `一。一'一

          一56lg02≒28'与。.十十十.一一          一一一一一一一、

          ト08172賞0'42十十十二一一          '一一一一一H

          』18ユ6』〕一一一一一一H0262十十汁

 fuユエ9「一期幼生(米2固受精分)

 十;常態;十トやや活発;十ト←非常に活発
 一;やや鈍る;一一非常に鈍る;一一一停止

 な碁穀め一開閉捻二=一;一都開設二一;大部分開鐸」一よ・・;'全部閉殻
 一一十;一部弛緩一十十;大都分弛緩、千十十;完全に弛緩する。



 附表w  各種低比重海水における幼生の運動

     .経過遊泳履運動能力殻の開閉一
     時間工2345678一12345678123・5I6ア.8

     低o鶴融轟⑱⑳鰯轡・葡轡轡轡駿西・・…轡鶴
     比H0・螢む鉛鰯轡.鱈轡⑳・書◎・・・…⑱頭
     重1H0…翻⑬蟻轡鑑一.轡鶴.轟轡鶴。..・・饅頭
     海2H口...論。學轡鶴ゴ.鶴轡鶴⑫轡..、・.・鱒簿
     水4H0.…轡φ轡顧・..・簿轡⑳③.・、..・顧⑱
     70・一00.…尊書轡⑳..・・⑳⑳㊥・・・・…轡轡

     元0一・.瞭融鰯轡..・鱈顧轡轡」・.・・鰯轡轡
     海     水竺・・.・密約轡轡..・轡轡轡轡・…轡轡轡
     復H0;…轡笛魯轡・…⑳鱈轡轡・.・、顧⑳鰯      一

     掃22イO.…霧著書⑳...・翁⑳・鶴鑑・・…一・轡轡
     殻色斧足の弛緩構毛運動

     一23456ア812345678工234567ε

     0■■■■■….・・…㊧⑳●●'●●・●

     低H0.■■●.・.・….…鶴亀...。..鐘
     化1H0・■■■■■・・....一一〔誰轡。...1・⑱敏
     重24イ0....・.轡轡・・…髄轡.一.....⑧轡1
     海4H口...・.趨轟轡.、...・轡轡川...・・鰯⑱1
     。水アH0・...・轡鰯鰯轡.・、…轡亀・・一…轡.馴
     元O.・..⑱髄鶴轡。・.・・…轡轡一・一・⑧噂一
     海2一一00、...癌一瞥鶴轡.、'。・・鰯髄・。.・.顧轟⑱
     水     復H0.・.轡轡鶴轡轡∴・.・・騒轡轡.・∵・⑯⑲轡轡
     帰2H0・.・・轡顧轡轡轡・…轡顧轡.轡・・r⑱⑱轡轡⑳

 遊泳層1・簿蟹
上中下

 殻の騨閉;・開

 斧足の弛緩弓

 運動能力;.轡⑱
良可不可

 轡轡殻色弓一・⑧啓
 一部閉殻大調粉閉殻暫やや薄く消失

 。離轡
 無一部あか完全に

 ・璽轡
正一部停.止停止

一54.1一


